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これからの地域自治を考えよう！
～地域自治組織の取組～

皆さんの地域で困っていることはありませんか？

“人まかせ”？　“自分から”？

☆人手がなくなって、川土手の草刈りが大変だ。
☆荒れた田や畑、里山が増えて見栄えが悪いのう。
☆子育ての不安やわからないことを誰か聞いてほしい。
☆声かけ事件や不審者情報で子どもの登下校が心配。
☆災害の時、どこに逃げればいいの？

　これらのことは、昔はおじいちゃんから孫までの大家族や隣近所の
助け合いの中で解決されてきました。
　しかし、今では人口減少や高齢化による人手不足、核家族化、近所付き合いの
希薄化による人とのつながりの低下などにより、深刻な問題となってきています。
人とのつながりは、時に面倒なこともありますが、このつながりがいざという時
に皆さんを守り、助ける大切な砦となります。

など生活していくために不安に思ったり、何とかしてほしいと思うことはありませ
んか？

　人と人とのつながりは待っているだけではできません。近所付き合いから結び
つく“自治会”に加え、同じ立場や境遇の人が集まる“ＰＴＡ”や“老人会”、同
じ志や目的をもつ人が集まる“ＮＰＯ法人”、“サークル”など様々な形があり、
つながりがあります。
　この人の“つながり”の輪に加わり、人を助けながら自らも
助けられる、そんな“つながり”をつくりませんか？

　地域社会を維持させていくためにも様々な世代や性別、立場を超えて住民同士が
結びつき、話し合い、決めごとを行う仕組みが必要です。これから住みよい地域を
つくっていくためには、その仕組みを皆さんが“つながり”の中で考え、取組んで
いくことが必要となってきます。

これからの“地域自治”を考えよう！

特 集

“昔ながら”がなくなりつつあります
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「地域自治組織」って聞いたことあるけど・・・？

　地域の課題を最も知っているのは、その地域で暮らす住民や活動する団体です。また、どういった地域に
していきたいかを一番描けるのも、その地域で暮らす住民や活動する団体です。
　『地域自治組織』とは、その地域のことを一番理解し、考えている住民や団体が自らの地域を住みよいもの
とするために、自主的、主体的に取組む組織であり、自分たちのことは自分たちで決め、動かしていく、ま
さに地域住民が主役となった地域づくりの形です。
　この地域自治組織は市が一斉、一律に設立を押し付けるものではなく、地域住民の皆さんが主体的に話し
合いながら、進めていくものであって、歩みの速度も進め方も違って良いと考えています。また、地域の歴
史や伝統、文化を尊重し、地域の個性を活かした取組を進めることから、20 地区が 20 通りの地域自治組織
を作っていけるよう、地域の取組に対し支援を行なっていきます。

★低下した集落機能を複数の集落がお互いに支え合うことにより、集落の維持につながります。

★様々な団体がつながることにより、活動の幅が広がり、後継者育成にもつながります。

★ 市が部局を超えて一体となって対応することにより、地域内の組織のスリム化や役員の減少につながり、

地域課題に対して事業や制度を整理し、的確に対応できるようになります。

地域コミュニティ 人口拡大課 

支所地域づくり推進課 

地区振興センター 

（地区担当職員） 

市

プ ロジ ェク ト
チーム 

 

参画 

住民による自主的な組織  
地域自治組織  

意思決定（総会） 

組織運営（役員会） 

実行（部会等） 

 

ＰＴＡ 

A 自治会 
民生児童委員 

地区社協 

自主防災組織 
子ども会 

各種地域団

体 

ＮＰＯ 

老人会 

営農法人 学 校 

B 自治会 

課題が複数
部署にまた
がるときに
結成 

各担当課 

連 

携 

連 

携

協 

働

～これからの地域自治の仕組み（イメージ図）～

地域自治組織＝地域コミュニティを運営する組織
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「地域自治組織」って何から始めればいいの・・・？

二条地区の取組～認定地域自治組織第１号として～

　益田市では地域自治組織の設立に向けた手順として、Step1 から Step5 までの
段階を考えています。住民の気運を高め、地区の実情や課題の把握を進めながら、
地区の将来像をまとめましょう。
　将来像を実現するための組織体制と運営方法、活動計画をつくり、総会などで住民に承認を受け、地域自治組織
設立となります。

　二条地区が地域自治組織の第１号として立ち上がり、5 月 24 日に行われた
平成 27 年度総会において地区の将来像をまとめた『二条元気な邑（むら）づ
くりプラン』と、そのプランを達成するための『平成 27 年度～平成 31 年度
活動計画』が採択され、これから住民一丸となって“里山をいかし人と自然が
つながる二条”の実現を目指し取組を始めます。
　まず手始めに、地域の宝を積極的にＰＲするとともに、出身
者に懐かしんでもらう取組として「二条ふるさと便」、二条の
良さを知ってもらって二条ファン拡大をねらう「田舎ツーリズ
ム事業」、貴重な農産品を守る「有害鳥獣対策事業」などに取
組むこととしています。

気運形成段階

検討・準備段階

地域自治組織の発展

【第二段階】

地域自治組織の設立
【初期段階】

Step 1

Step 2

Step 3

Step 4

Step 5

地区のことを話し合う場をつくろう

地区の実態を把握しよう

まちづくりプランおよび活動計画をつくろう

地域自治組織を設立し、まちづくりプランの実現を目指
し、活動計画を実践しよう

これまでの活動をふりかえり、さらに、まちづくりプラ
ンおよび活動計画に沿って事業の拡大を図ろう
活動のための人材・拠点を確保し、定住促進や収益事業
などに取組み、組織の発展を図ろう



5  広報ますだ　平成 27　2015 年　7 月号

鬼、怖い～！！

　当日は、雨の降るあいにくの天候にもかかわらず
約 5,000 人の来場者で賑わい、太鼓演奏や石見神楽
による、お客さんと一体となったパフォーマンスが
会場を沸かせました。また、各種会場に開かれたテ
ント村にも多くの人が訪れ、匹見の特産品やおいし
い食べ物などの買い物を楽しみました。

　今年も遠田保育園の園児と安田小学校児童、総
勢 60 名の子どもたちが、プレーパーク千鳥園で
田植えを行いました。参加した子どもたちは、地
元のボランティアの方々に手助けしてもらいなが
ら、5 a

アール

ほどのたんぼに丁寧に苗を植えていまし
た。秋には子どもたちによる稲刈りを予定してい
ます。

　毎年恒例の美都温泉まつりが開催されました。
悪天候のためステージイベントは中止となりまし
たが、屋内に会場を移して行われた石見神楽の上
演は多くの来場者で賑わいました。また、ヤマメ
のつかみ取りや特産品が当たるスタンプラリーな
ど、子どもから大人まで楽しめるイベントを多く
の方が満喫していました。

高津地区老人クラブ
佐々木洋司会長へ指定書を交付しました

心をこめて丁寧に…

ヤマメのつかみ取りは子どもに大人気！

4/30

5/23

5/3

新緑の匹見で春祭り開催！

プレーパークで田植え体験

美都温泉まつり開催！

　今年度、『はつらつモデル地区』に高津地区を指定
しました。
　『はつらつモデル地区』は、高齢者を交通事故から
守るため、地域全体が連携して継続的に施策を実施
し、高齢者が被害の交通事故防止を図るものです。
　高津地区は昨年に引き続いての指定となり、他地
区の模範となるよう、各種活動を推進していくこと
となります。

『はつらつモデル地区』を指定

5/3・4
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No.57

市地域医療対策室　☎ 31-0213

病院勤務医師支援事業＆赴任医師歓迎事業を開催しました！

『看護の日』 市民啓発街頭活動を実施しました！

　市内の病院での勤務が 10 年を経過した医師に対して感謝を伝える『病院勤務医師支援事業』ならびに、新たに市内の病
院に赴任された医師の方々に歓迎の意を伝える『赴任医師歓迎事業』を 4 月 23 日㈭に開催しました。当日は市長、市議会
議員、益田の医療を守る市民の会、保健所長等が各病院を訪問しました。
　今回唯一の『病院勤務医師支援事業』の該当者であった松ヶ丘病院の坪内健院長には、市長か
ら感謝状と特産品の目録が贈られました。坪内院長は「益田は居心地がよく住みやすい。今後も居
続けたい」と益田への想いを語ってくれました。
　そして『赴任医師歓迎事業』には松ヶ丘病院 3 名、医師会病院 2 名、益田赤十字病院 8 名が該
当し、市内観光施設利用券および温泉入浴優待券を贈呈しました。医師や医療従事者だけでなく、
様々な人たちに居心地の良さを感じて暮らしてもらえる益田市でありたいと感じました。

　5 月 11 日㈪に、“看護の心をみんなの心に”をスローガンに、市民一人ひとりに看護についての関心を高め、理解を深
めるとともに、看護に対して明るいイメージづくりを図り、看護職員等へ就業の促進を行うため、『看護の日』市民啓発街
頭活動を市内 4 カ所で実施しました。
　『看護の日』は近代看護教育の生みの親といわれるナイチンゲールの誕生日（5 月 12 日）
にちなんで制定され、看護週間（5/10 ～ 5/16）には全国各地で様々なイベントが開催さ
れています。
　当日は市議会議員、益田の医療を守る市民の会、病院看護師、石見高等看護学院学生、
県・市の職員が啓発用のチラシやグッズを約 800 人に手渡し、周知を行いました。

　　　　

Ｑ1． 現在の職業を目指すきっかけは？
 生まれ育った益田で地域医療に貢献したいと思ったためです。

Ｑ2． この仕事のやりがいについて
 服薬支援など薬の専門家として患者の治療に関わることができることです。

Ｑ3． 益田で生活することについて、または仕事以外での楽しみは？
　　　益田は自然豊かで住みやすく、人も優しく大好きです。

Ｑ4． 最後に伝えたいことをひとこと
 現在不足している薬剤師が一人でも多く育ってくれることを願っています。

★このコーナーでは市内 3 病院（益田赤十字病院、医師会病院、松ヶ丘病院）の医療従事者を紹介します。

市内3病院の従事者紹介コーナー vol.4

益田赤十字病院

郷
ごうばら

原　学
まなぶ

 さん

（職種：薬剤師）

【松ヶ丘病院】 【医師会病院】 【益田赤十字病院】
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か
ね兼

を
介
し
て
事
前

に
伝
え
ら
れ
、協
力
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、

周
布
氏
は
漂
着
者
を
送
還
し
た
こ
と
で
、

朝
鮮
王
朝
か
ら
交
易
を
許
可
さ
れ
、
何
度

も
交
易
を
し
た
こ
と
が
朝
鮮
側
の
記
録
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

周
布
氏
は
戦
乱
の
中
世
を
生
き
延
び
、

関せ
き
が
は
ら

ヶ
原
の
合か

っ
せ
ん戦

後
に
、
益
田
氏
同
様
に

石い
わ
み見

を
去
り
、
長な

が
と
の
く
に

門
国
︵
山
口
県
︶
に
移

り
ま
す
。
周
布
氏
は
多
く
の
古こ

も
ん
じ
ょ

文
書
を
伝

え
て
お
り
、
こ
れ
に
は
中
世
益
田
・
益
田

氏
に
つ
い
て
の
貴
重
な
情
報
が
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

vol. 35

総
合
戦
略
に
新
た
に
加
え
る
視
点

の
う
ち
、
先
月
ご
紹
介
し
た
﹁
ひ
と
づ

く
り
﹂
に
続
い
て
、
今
月
は
﹁
し
ご
と

づ
く
り
﹂
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

ま
ず
、
人
口
拡
大
計
画
の
施
策
分
類

の
大
枠
を
ふ
り
返
り
ま
す
。
ま
ず
、
人

口
増
の
要
素
を
①
社
会
増
、
②
自
然

増
、
③
交
流
人
口
拡
大
に
三
分
し
︵
３4

つ
の
要
素

4

4

4

4

︶、
①
社
会
増
に
つ
い
て
は
、

ⅰ
転
入
増
と
ⅱ
転
出
減
、
②
自
然
増
に

つ
い
て
は
、
ⅲ
出
生
数
増
と
ⅳ
健
康
長

寿
と
い
う
両
面
の
視
点
に
着
目
し
ま

し
た
︵
５
つ
の
視
点

4

4

4

4

4

︶。
さ
ら
に
こ
の

う
ち
、
ⅱ
転
出
減
に
関
連
す
る
施
策
に

つ
い
て
は
そ
の
目
的
・
効
果
に
よ
り
⒜

雇
用
創
出
と
⒝
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
に

分
類
し
、
ま
た
ⅲ
出
生
数
増
に
つ
い
て

は
人
の
誕
生
と
そ
の
後
の
成
長
を
一

連
の
時
系
列
で
捉
え
、
就
学
時
期
を
境

と
し
て
主
に
⒞
結
婚
か
ら
子
育
て
ま

で
と
⒟
学
校
教
育
と
に
施
策
を
区
分

し
ま
し
た
。
以
上
に
よ
り
、
全
部
で
７4

つ
の
施
策
群

4

4

4

4

4

に
分
類
し
た
わ
け
で
す
。

こ
の
中
で
、
例
え
ば
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に

よ
る
転
入
や
出
産
の
増
加
は
直
接
人
口

を
増
や
す
も
の
で
す
の
で
、
積
極
的
な

取
組
み
が
必
要
な
の
は
当
然
の
こ
と
で

す
。し
か
し
、生
計
を
持
続
し
得
る
収
入

の
確
保
な
し
に
は
、
せ
っ
か
く
増
え
た

人
口
も
多
く
は
や
が
て
流
出
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
実
際
、
60
年
前
を
ピ
ー
ク

に
益
田
市
の
人
口
が
ほ
ぼ
一
貫
し
て
減

少
し
て
き
た
最
大
の
要
因
は
、
高
校
卒

業
直
後
の
転
出
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た

こ
と
で
あ
り
、
要
は
市
内
に
雇
用
が
十

分
に
な
か
っ
た
こ
と
に
帰
着
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
人
口
流
出
に
対
す
る
歯
止

め
と
な
る
の
は
働
く
場
の
確
保
で
あ

り
、
事
業
活
動
へ
の
支
援
や
市
外
企
業

の
誘
致
に
よ
り
、
起
業
や
雇
用
創
出
を

促
す
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
総
合
戦
略

に
、﹁
し
ご
と
づ
く
り
﹂
の
視
点
を
加
え

る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。

特
に
、
20
代
か
ら
30
代
の
若
い
世
代

の
雇
用
創
出
が
鍵
を
握
る
と
考
え
ま

す
。
こ
の
世
代
こ
そ
生
産
と
消
費
が
最

も
旺
盛
で
、
か
つ
高
齢
社
会
に
お
け
る

持
続
的
な
社
会
保
障
と
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
支
え
る
世
代
に
他
な
ら
ず
、

加
え
て
出
産
適
齢
期
と
い
う
こ
と
か

ら
人
口
の
自
然
増
へ
の
貢
献
も
期
待

で
き
る
か
ら
で
す
。
若
者
の
﹁
し
ご
と

づ
く
り
﹂
を
進
め
市
域
全
体
の
活
力
と

安
心
感
を
実
現
す
る
こ
と
に
全
力
を

あ
げ
ま
す
。

中世益田講座　益田氏をとりまく大名・領主編（全 9回）

第四回　周布氏
【問い合わせ先】 
　市文化財課　☎ 31-0623

益田兼堯契
けいじょう

状（「周布家文書」萩博物館提供）。益田兼堯
が周布和兼に、三隅氏と対立した際は味方をしてほしい
と伝えています。
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平成 27 年度の各地区の自治会長さんが決まりました。
この 1 年間自治会のお世話をされますので、ご協力をお願いします。 益　田

染   羽 矢戸 斉
堀   川 田中 重則
上   市 宮﨑 稔之
城   山 三輪 勲
住   吉 荒木 敏之
水源地 栗栖 奏一
山   根 水津 数応
古   川 猪俣 勇
折   戸 三井 龍三
本   町 久城 久美子
本町一丁目 村上 仲二
清   水 中島 研一
幸   町 中島 政登
徳   原 石田 貢三
稲   積 塩満 龍馬
大下市 笹尾 郁郎
土   井 澄川 豊
昭   和 村中 登志男
三   宅 笹井 省吾
旭   町 斎藤 繁秋
東   町 中村 賢一
片   山 谷口 實
青葉台 上田 健雄
山ノ平 永嶺 正一
門   前 澄川 安夫
春   日 小野 哲夫
沖   田 岩井 國男
旭ケ丘 吉部 和志
吉　田
多   田 池田 由岐夫
有   明 陶山 勝
今   西 百合本 健夫
水   分 光永 榮子
自由ヶ丘 木村 広義
常   盤 大石 淳一
元   町 竹下 繁
南   町 片山 博文
京   町 福井 憲司
錦   町 中野 傳
都   町 葊中 巳年生
駅   前 宇津 茂雄
葵   町 長岡 潤一郎
ﾗ ･ ﾐｭｰｽﾞ 21 下田 秀和
吉田団地 田原 一徳

ﾗ ･ ﾐｭｰｽﾞ益田 熊谷 繁
赤   城 丸川 喬司
葵町第二 新井 英博
紅葉ヶ丘 高重 猛
栄   町 倉橋 和三
太平町 松本 節雄
中   島 寺井 久人
大   塚 吉村 浩司
中吉田 寺岡 隆義
中   須 中尾 攻
あけぼの東町 藤原 健三
あけぼの町 齋藤 市男
あけぼの西町 藤田 敦史
久城北 村上 哲彦
久城東 澁谷 勝
久城南 福原 幸治
久城西 檜谷 正士
久城原浜 城市 常雄
下本郷北 大久保 稔
下本郷南 大河 正夫
ひばりヶ丘 上ヶ山 慶市
乙　吉 村上 伸悟
公園通り 神田 恭治
雪舟橋 豊田 龍三
高　津
上   市 林 秀輔
中   市 弘津 澄雄
下　市 齋藤 秀雄
舟　 入 木村 浩二
川   丁 太田 和敏
地   方 林 克典
円通和 佐々井 利昭
飯田団地 大石 惠
浜   寄 亀山 将
浜   東 池野 正昭
浜   北 佐々木 洋司
浜   南 羽根 秀幸
浜   西 谷田 忠義
高   町 江崎 博
緑ヶ丘第一 石川 泰弘
緑ヶ丘南 佐堂 正義
緑ヶ丘第二 米原 豊
松ヶ丘 中村 修二

促進高津 金山 和昭
持   石 有福 善一
三里ヶ浜 下田 秀敏
須子町 安永 輝利
須子上中 金山 幸三
須子本通り 矢野 隆安
石見ヶ丘 小川 孝臣
今   宮 寺戸 真史
大和通り 石川 忠博
高角団地 林 良洋
明   見 三浦 正
明見第二 上村 昇
角   井 藤井 正行
飯   田 都野守 政人
安　田
上遠田 岡田 忠久
黒   石 澤江 佑三
下遠田 高城 和彦
成   進 松崎 一
西   浜 竹内 幸夫
新   栄 豊田 絹代
遠田原浜第一 稲田 彰
遠田原浜第二 大山 達雄
遠田原浜第三 両見 博史
津   田 渋谷 建吾
上津田 藤井 俊治
鎌　手
土   田 細田 恒之
金   山 和田 敏明
宇   治 水見 勉
西平原 田中 勉
大   浜 佐々木 幸俊
木   部 篠田 義隆
種
下種第一 大庭 清
下種第二 伏谷 秋義
寺   廻 川本 和味
上   種 田原 清
北仙道
大   草 中嶋 孫市
山   折 山根 健治
乙   子 増野 良一
赤   雁 伏谷 正明

自治会長さんです

平成 27 年度
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　自治会は、同じ地域の皆さんが、安全な市民生活、福祉の充実、地域環
境の保全などのために自主的に結成された住民自治の組織です。
　新たに世帯を持つ方や転入した方で、自治会に加入されていない方は、
ぜひ自治会に加入いただきますようお願いします。

豊　川
横   野 齋藤 守
本   隘 藤井 浩
伏   谷 藤井 勝美
野   坂 田原 輝美
久々茂 三原 董充
上ノ原田倉 田原 哲夫
田倉住宅 斎藤 末雄
岩   栃 田村 勝政
真　砂
波田上 藤島 卓
波   田 寺戸 邦夫
原 三谷 秀一
下波田 斎藤 吉代司
先   谷 村上 宗美
馬   谷 藤井 寛
大屋形 大石 裕二
柿   原 村上 尚登
西長沢 澄川 正徳
東長沢 山本 道典
西益田
横田第一 斎藤 利幸
横田第二 牛尾 智昭
横田第三 水津 信孝
安   富 田原 修
梅   月 坂﨑 勝也
本俣賀 中村 正美
小俣賀 和﨑 恒義
神   田 松本 正
三   星 長野 育夫
向横田 椋木 哲男
大   滝 柳井 耕作
中   丸 奥村
赤   松 潮 好介
隅 齋藤 豊
柿   原 石川 達磨
小   野 藤田 進
大峯破 石川 丈二
二　条
上黒谷 青木 孝德
桂   平 安野 稔起
黒   周 豊田 繁雄
柏   原 品川 勝典
愛   栄 松本 光雄

美　濃
本郷上 中尾 傳
本郷下 中島 哲宏
河   内 長藤 和昭
城九郎 熊谷 等
有田上 中島 均
有田下 三浦 満
小　野
飯   浦 堀 健
小   浜 中村 恒
戸   田 堀 義春
滑 竹内 辰穂
喜阿弥 大賀 章二
中　西
内   田 宅野 稀夫
金地羽原 石橋 斎
虫   追 桐木 保男
市   原 大賀 功
白   上 藤井 修
白上第二 村上 典雄
白上宝 高木 弘
松   原 城市 秀喜
中垣内 岡﨑 芳幸
川   登 豊田 正
東仙道
仙　道 草野 和馬
下都茂 石川 一男
三　谷 岡 隆重
小　原 齋藤 正美
小原郷 橋渡 博
朝　倉 内藤 清
笹　倉 田中 宜
都　茂
都茂上 佐々木 堅
都茂郷 児玉 正雄
朝日団地 廣兼 重継
都茂奥 広兼 和幸
山本郷 領家 哲也
葛　籠 齋藤 正明
金　谷 篠原 演子
大神楽 土佐 俊明
丸茂郷 火脚 勝人
丸茂上 三浦 徹
丸茂下 高橋 正教
久原中倉人元木 梶山 潔

二　川
二　川 潮 隆人
匹見上
江　田 渡邉 健一
半　田 篠岡 之雄
萩　原 渡邉 友千代
山根下 勝部 眞
山根上 大垣 昇
植　地 山本 巖
正下地 郷田 一
野入東 檜谷 恒寿
野入西 藤本 吉昭
荒　木 植田 久夫
元　組 齋藤 貢
岡　本 籾山 正
野　田 村上 裕之
石　組 渡辺 隆
小　原 籾田 昇
七　村 吉田 公直
笹　山 杉迫 學
三　葛 渡辺 高廣
千　原 篠原 健
戸　村 森本 哲男
道谷下 吉田 公暢
道谷上 齋藤 敬
矢　尾 長野 加市
道　川
下道川下 三村 久泰
下道川上 齋藤 覚志
出合原 佐々木 浩二
元　組 竹田 貞信
臼木谷 三浦 和顕
日の里 牛尾 泰寛
匹見下
和　又 齋藤 勝之
茶　屋 寺戸 五三雄
竹ノ原 大谷 文男
小広瀬 藤井 初義
持三郎 村上 武司
三出原 齋藤 惟人
長尾原 寺戸 倉雄
能　登 古田 薫
土井ノ原 増見 博司
谷　口 田中 誠治
和　共 村上 勝
栃　原 向井 やよい
後　谷 大賀　 昇
中　村 村上 鶴美
上内谷 村上 峰雄
内石下 豊田 重光
内石上 籾山 一男
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『あたたかな絆に支えられ、
　　　　みんなが安心して暮らせる美濃づくり』
『あたたかな絆に支えられ、
　　　　みんなが安心して暮らせる美濃づくり』

美濃地区

　美濃地区は益田市の最西端に位置し、周囲を山々に囲まれ、
河川・道路の周辺に農地が続く典型的な中山間地「田舎の原
風景」が広がっています。
　美濃地区の人口は、平成 27 年 4 月末日時点で 362 人、高
齢化率は市の平均 33％より 10 ポイント以上高い 48.6％で
す。人口シミュレーションでも分かるように、このままでは
将来的に人口減少、少子高齢化が進み、地区の存続が危ぶま
れています。また、地区の主要産業は農業（水稲中心）です
が、担い手の高齢化や後継者不在の問題を抱えており、高齢
者の移動手段の確保も深刻な問題となっています。
　さらには、地区民の相互扶助による安心・安全な社会生活
基盤であった隣組制度、自治会活動が低下し始めるとともに、小学校の閉校により学校行事を通じた地域住民の交流
の場が失われるなど、地域コミュニティの維持・活性化も課題となっています。

　美濃地区自治組織設立準備会は、地域課題を克服し、事
業の集約化による分野を横断した最適かつ継続的な取組
を図るため、住民主体による自治組織の設立に向け、平
成 26 年度に立ち上がりました。
　昨年度、国土交通省が実施した「小さな拠点づくり」事
業モニター調査の対象地域に選定され、まずは地域の実
態把握から取組みました。地域の実態調査では、美濃地区全 157 世帯と中・高校生 13 名を対象に住民アンケート

「本音承り書」に取組んだ結果、99.4％の回収率となりました。また、数回の会議を重ねながら、講演会や交通を考
えるワークショップ、邑南町および柳井市で先進地現地調査を行いました。

　小学校の廃校に伴い、地域交流の場が懸念される
ため、空き家となっている旧旅館を活用して「美濃サ
ロン」を開設するなど、少しずつできる事から、地
域の絆を絶やさない取組を美濃地区一体となって進
めていきます。また、旧小学校区の無人化した「大
道集落」の現状を直視し、地域住民が一体となって元気な集落づくりに取組んでいきます。
　4 月に開催した青空カフェ「美濃カフェ」は、地区住民の 4 分の 1 が参加したほか、新しい U Ⅰターン者 2 組も
参加し、集落の話で盛り上がりました。夏にはひまわりが満開の時期に「美濃カフェ」の開催を予定しています。
　当準備会では今後の安心・安全な暮らしを維持する上で課題として認識している「福祉」「移動」「環境保全」「人
材確保」の側面から、必要な取組を進めていきます。

１．地区の現状

2．美濃地区自治組織設立準備会

3．今後、取組むこと

美濃地区

づくりの取組紹介
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「住んでみたい」「住ませてみたい」
　　　  「住んでみてよかった」鎌手 
「住んでみたい」「住ませてみたい」
　　　  「住んでみてよかった」鎌手 

鎌手地区

　浜田市と隣接し益田市の東の玄関口である鎌手地区は、国道 9 号とＪＲ山陰本線が地区の中心部を横断しており、
北側には紺碧の日本海、南は緑豊かな山々に囲まれ、賑やかさと自然に恵まれた魅力がいっぱいの 6 自治会に集う
1,800 名が暮らしています。
　当地区は「益田市の花」でもある「日本水仙」が有名で、特に唐音水仙公園には 200 万球もの水仙が咲き誇りま
す。開花が始まる 12 月上旬から 2 月中旬のシーズンには、地区内外から約 1 万人の観光客が来園し賑わいます。ま
た、「土田海岸」は夏場は海水浴客で賑わい、良質な波は多くのサーファーを楽しませています。
　東の端の土田地区から西の端の木部地区まで旧山陰道が保存されており、その途中には分教場跡、村役場跡、茶
屋や旅籠跡があり当時の往還道を偲ばせます。
　毎年、7 月の十七夜に行われる漁師の祭りにあわせ、大浜港では益田商工会議所鎌手支部の主催により 2 千発の
花火が打ち上げられ、涼を求める約 3 千人の観客から港いっぱいに歓声がこだまします。

　平成 26 年 8 月 11 日、より魅力的な地域にするため、鎌手地域魅力化推進協議会総会を開催しました。その中で
鎌手地区の皆さんが、何に困って、何を希望し、どんな町にしていきたいと考えているかなど地域の声を聞くため、
全地区民アンケート（高校生以上）の実施が決められました。
　全地区民アンケートに取組んだ結果、回収率は 60.07％でしたが、
30 項目の設問に加えて設けた自由記載欄には地区民の方々から貴重
な意見、要望、提案が示され、設問回答以外に 976 件の声が寄せられ
ました。
　当協議会では、今年度の総会を 4 月 28 日に開催し、アンケートで
示された鎌手地区の課題を解決していくための活動に優先順位をつけ
て実施可能なものから順に取組み、地域の魅力化につなげていくこと
を決めました。　
　地域自治組織への移行は鎌手地区民の将来にとって重要な事柄であ
り、今年度は 5 回の役員会による協議を予定しています。また、地域
住民の方々が安心して生活できる仕組みを学び、参考とすべく先進地
への視察も実施したいと考えています。　　　
　今後は地域自治組織の設立に向けて、地域住民への説明会を重ねなが
ら鎌手地区民全体が納得、総意のもとで移行していくこととしています。

その他
5％

住民との
関係が良い
13％

道路が整備
されている
0％

自然環境が良い
46％

のんびり暮らせる
36％

水仙 200 万球

唐音水仙公園に人の波

旧山陰道

大浜の花火

鎌手地区

魅力ある地域

鎌手地区で住みやすいと一番に
感じていることは何ですか。

（単独回答）　

設問 7.
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～発売のお知らせ～
益田

付プ レ ミ ア ム 匹見わさび
わさまる

鴨島はまぐり　
ぐりお

美都ゆず
ゆずりん

空 run( ｿﾗﾝ ) ちゃん
発　売

第１弾
引換券での販売

第 2 弾
先着順での販売

販売場所

利用期間 使用できる指定店

問い合わせ先

「益田プレミアム付商品券」 は 10,000円 でご購入いただき、
取扱登録店で 12,000円分 ご利用できるオトクな商品券です。

７月１日（水）～ 開始 !

7 月 1 日㈬～ 7 月 31 日㈮

8 月 1 日㈯～ 11 月 30 日㈪

益田プレミアム付商品券事務局（ 駅前ビル EAGA １階 ）
美濃商工会本所・美濃商工会匹見支所

（引換ハガキ見本）

（ポスター見本）

9：00 ～ 18：00  ( 土・日・祝日も販売 )
◇益田市内の各世帯に商品券の引換ハガキを郵送します。
◇最寄りの販売所でハガキと引き換えに商品券を販売します。
◇一世帯あたり 1 冊のみ購入できます。

9：00 ～ 17：00  ( 平日のみの販売 )
※ 8 月 1 日㈯、8 月 2 日㈰は販売します。
◇市内在住者以外の方も購入できます。
◇各販売所にて先着順で販売します。
◇一人あたり 3 冊まで購入できます。

7 月 1 日㈬～ 12 月 31 日㈭
※有効期限を過ぎると使用できません。
※現金の払い戻しはできません。 

市ホームページ等でお知らせします。
また、商品券を購入された際に、「取扱
登録店一覧表」をお渡しします。

益田プレミアム付商品券事務局　☎ 23-7444
美濃商工会　本所　　　　　　　☎ 52-2537
美濃商工会　匹見支所　　　　　☎ 56-0220

商
品
券
が
使
用
で
き
る
取
扱
登
録
店
で
あ
る
こ
と
を
表
示
し
て
い

ま
す
。
⇐ 

益田プレミアム付商品券

販売金額：１組 10,000 円
額　　面：１組 12,000 円
　　　　　 (1,000 円券× 12 枚 )

発行組数： 27,500 組（予定）

購入引換券
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くらしの情報

お
知
ら
せ

益
田
運
動
公
園
の
利
用
案
内

益
田
市
議
会
議
員
一
般
選

挙
の
執
行
期
日
に
つ
い
て

　

益
田
運
動
公
園
は
10
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
運

動
に
利
用
で
き
ま
す
。
い
つ
で
も

ど
な
た
で
も
使
用
で
き
ま
す
の

で
、
利
用
の
際
は
遠
慮
な
く
市
民

体
育
館
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
今
年
も
「
ふ
れ
あ
い
プ
ー

ル
」
を
7
月
10
日
㈮
か
ら
開
設
し

ま
す
。
す
す
ん
で
水
と
親
し
み
、

健
康
の
増
進
と
体
力
の
向
上
に
役

立
つ
プ
ー
ル
で
す
。

　

今
年
は
プ
ー
ル
入
口
な
ど
に
市

内
園
児
（
年
長
さ
ん
）
の
「
水
の

中
の
い
き
も
の
」
の
絵
を
展
示
し

ま
す
の
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

み
ん
な
で
元
気
に
プ
ー
ル
で
泳

ぎ
ま
し
ょ
う
！

開
設
期
間　

7
月
10
日
㈮
〜

　

8
月
31
日
㈪
ま
で

対
象　

小
学
生
以
下

利
用
料  

1
回
に
つ
き
1
0
0
円

利
用
時
間

　

1
回
目　

10
：
00
〜
12
：
00

　

2
回
目　

13
：
00
〜
15
：
00

　

3
回
目　

16
：
00
〜
18
：
00

※   

名
称
が
「
徒
渉
プ
ー
ル
」
か
ら

「
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
」に
変
わ
り

ま
し
た
。

※ 
昨
年
度
よ
り
利
用
料
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。

問    
益
田
市
民
体
育
館

　

☎
23
・
6
2
8
3

　

ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル（
開
設
期
間
中
）

　

☎
0
9
0
・
8
0
6
4
・
3
2
0
0

　

戦
争
体
験
や
身
近
な
人
物
の
喪

失
な
ど
、
作
家
た
ち
が
当
事
者
と

な
っ
た
体
験
に
基
づ
く
作
品
、
制

作
す
る
こ
と
が
作
者
の
生
活
や
人

生
と
深
く
結
び
つ
い
た
作
品
、
作

家
が
そ
の
生
涯
を
捧
げ
た
ラ
イ

フ
・
ワ
ー
ク
と
し
て
の
作
品
な
ど

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

※ 

益
田
市
在
住
の
作
家
に
よ
る
作

品
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

日    

7
月
18
日
㈯
〜
9
月
27
日
㈰

　
　

10
：
00
〜
17
：
00

介
護
保
険
負
担
割
合
証
が

交
付
さ
れ
ま
す

　
　
　「熱中症」は予防が大事！

火災・救急・救助は 119

　熱中症は、熱に中（あた）るという意味で、暑い環境
において生じる様々な体の不調です。直射日光の当たら
ない家や車の中などでも熱中症を起こすことがあります。
暑いときには熱中症の徴候に注意し、体調がおかしいな、
と思えば早目に休みましょう。周囲の人にも気を配り、
熱中症にならないよう予防を
呼びかけ合いましょう。

【熱中症になった時の処置】
 ・涼しい場所に避難させる。
 ・衣服を脱がせて体を冷却する。
 ・水分、塩分を補給する。

自力で水を飲めない、意識が
ない場合は直ちに救急車を要請してください。

　　益田広域消防本部・署　☎ 31-0240（警防課）

広
島
市
現
代
美
術
館

特
別
展
「
ラ
イ
フ
＝
ワ
ー
ク
」

※ 

19
：
00
ま
で
開
館
時
間
延
長
日

あ
り

場    

広
島
市
現
代
美
術
館
（
広
島

市
南
区
）

問    

広
島
市
現
代
美
術
館

　

☎
0
8
2
・
2
6
4
・
1
1
2
1

　

８
月
か
ら
、
一
定
以
上
の
所
得

が
あ
る
方
を
対
象
に
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
が
１
割

か
ら
２
割
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
あ
わ
せ
て
、
要
支
援
・
要
介

護
認
定
者
全
員
に
負
担
割
合
（
１

割
ま
た
は
２
割
）
が
記
載
さ
れ
た

「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」を
７
月

中
に
発
行
し
ま
す
。（
手
続
き
は
不

要
で
す
）

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と

き
は
、「
介
護
保
険
被
保
険
者
証
」

と
一
緒
に
、「
介
護
保
険
負
担
割
合

証
」
を
ご
利
用
の
事
業
所
へ
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

問    

市
高
齢
者
福
祉
課　

介
護
給

付
係　

☎
31
・
0
6
8
2

　

24
・
0
1
8
1

　

9
月
8
日
に
任
期
満
了
を
迎
え

る
益
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

選
挙
期
日
が
、
次
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。

︻
告
示
日
・
選
挙
期
日
︼

　

告
示
日　

8
月
23
日
㈰

　

投
票
日　

8
月
30
日
㈰

︻
立
候
補
予
定
者
説
明
会
︼

日   

7
月
30
日
㈭　

13
：
30
〜

場   

市
役
所
本
館
3
階 

大
会
議
室

※ 

会
場
の
都
合
に
よ
り
、
立
候
補

予
定
者
1
名
に
つ
き
、
参
加
者

は
2
名
ま
で
で
お
願
い
し
ま

す
。

問   
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
　

☎
31
・
0
4
6
2

高
津
川
流
域
専
用

　
　
　
　
さ
か
な
図
鑑

　

こ
の
高
津
川
流
域
専
用
さ
か
な

図
鑑
は
、
４
年
連
続
清
流
日
本
一

の
高
津
川
お
よ
び
隣
接
す
る
益
田

川
に
生
息
す
る
魚
類
を
中
心
と
し

た
水
生
生
物
の
資
料
デ
ー
タ
を
一

元
化
し
、
生
態
系
変
化
の
時
系
列

比
較
と
な
る
基
礎
資
料
作
成
を
目

的
と
す
る
自
然
環
境
保
全
事
業
の

一
環
と
し
て
作
成
し
ま
し
た
。
図

鑑
は
小
学
校
高
学
年
に
理
解
で
き

る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
学

校
で
の
ふ
る
さ
と
教
育
教
材
や
、



15  広報ますだ　平成 27　2015 年　7 月号

information
くらしの情報

海
上
保
安
官

モ
バ
イ
ル
端
末
を
通
じ
た
現
場
で

の
魚
種
確
認
な
ど
幅
広
い
利
用
に

よ
っ
て
、
次
世
代
を
担
う
地
域
の

子
ど
も
た
ち
が
、
生
き
物
や
川
の

魅
力
を
見
つ
け
出
し
、
地
域
へ
の

誇
り
と
環
境
保
全
意
識
が
高
ま
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

利
用
方
法　

次
の
⑴
〜
⑷
の
い
ず
れ
か
に
よ

り
操
作
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑴
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
高
津
川

流
域
専
用
さ
か
な
図
鑑
」
と
検

索
。

⑵
益
田
地
区
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク

セ
ス

　
　

⇦

　

関
連
情
報
に
あ
る
「
高
津
川
流

域
専
用
さ
か
な
図
鑑
」
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
。

⑶
ア
ン
ダ
ン
テ
21
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ア
ク
セ
ス

　
　

⇦

　

高
津
川
流
域
専
用
さ
か
な
図
鑑

｢

図
鑑
へ
Ｇ
Ｏ
!!｣

を
ク
リ
ッ

ク
す
る
。

⑷
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
か
ら
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
る
。

問    

益
田
地
区
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合　

☎
31
・
0
2
2
6

募
　
集

国
税
庁
税
務
職
員

受
験
資
格

⑴ 

平
成
27
年
4
月
1
日
現
在
、
高

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
3
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方

（
平
成
24
年
4
月
1
日
以
降
に

卒
業
し
た
方
）

⑵ 

平
成
28
年
3
月
ま
で
に
高
校
ま

た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
見

込
み
の
方

⑶ 

人
事
院
が
右
記
に
準
ず
る
と
認

め
る
方

試
験
の
程
度　

高
校
卒
業
程
度

受
験
申
込
方
法

︿
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
﹀

　

7
月
1
日
㈬
ま
で
（
申
込
デ
ー

タ
を
受
信
完
了
し
た
も
の
に
限
り

受
付
け
ま
す
）

　

http://w
w

w
.jinji-shiken.

　

go.jp/juken.htm
l

︿
郵
送
ま
た
は
持
参
﹀

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で

き
な
い
場
合
は
、
第
１
次
試
験
地

を
管
轄
す
る
人
事
院
地
方
事
務
局

に
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
り
申
込

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

採
用
を
希
望
す
る
地
域
の
試
験

を
全
国
の
ど
こ
の
試
験
地
で
も

　櫛代賀姫神社は、平安時代の『延
えんぎしき

喜式』（※注）に記載されたいわゆる式
しきないしゃ

内社として広く
崇拝をあつめ、中世には益田氏の庇護も受けました。
　同社の本殿は、三

さんげんしゃながれづくり

間社流造	銅板葺きの建物で、当地方の神社本殿の特徴をよく示して
おり、国の登録有形文化財に登録されています。
　このたび櫛代賀姫神社の概要を説明する看板や、境内からの眺望を解説する看板と、拝殿
からその看板までの砂利道が地元の方々によって整備されました。櫛代賀姫神社に参詣さ
れた際は、これらの看板や境内からの眺望もあわせてご覧ください。

受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
1
次
試
験　

9
月
6
日
㈰

試�

験
地　

人
事
院
中
国
事
務
局
管

轄
試
験
地
… 

鳥
取
市
・
松
江
市

　

岡
山
市
・
広
島
市
・
山
口
市

問   

益
田
税
務
署

　
　

☎
22
・
0
4
4
4

　

海
上
保
安
学
校
お
よ
び
海
上
保

安
大
学
校
学
生
採
用
試
験
を
行
い

ま
す
。

▽
海
上
保
安
学
校

︹
受
験
資
格
︺

　

高
等
学
校
を
卒
業
後
5
年
以
内

︹
受
付
期
間
︺

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

7
月
21
日
㈫
〜
30
日
㈭

・
郵
送
ま
た
は
持
参　

　

7
月
21
日
㈫
〜
23
日
㈭

▽
海
上
保
安
大
学
校

︹
受
験
資
格
︺

　

高
等
学
校
を
卒
業
後
2
年
以
内

︹
受
付
期
間
︺

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

8
月
27
日
㈭
〜
9
月
7
日
㈪

・
郵
送
ま
た
は
持
参　

　

8
月
27
日
㈭
〜
31
日
㈪

問    

浜
田
海
上
保
安
部　

管
理
課

　

☎
0
8
5
5
・
27
・
0
7
7
0

櫛
くししろかひめ

代賀姫神
じんじゃ

社が整備されました！

（※注）平安時代の法律である律
りつりょう

令の施行細則をまとめた法典。特に巻 9・10 は神名帳であり、当時の官社の一覧表となっている。

境内からの眺望を解説する看板と、
看板までの砂利道。

概要についての看板は本殿の脇に設
置されています。

櫛代賀姫神社の概要を写真付きで解
説する看板。
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平成26年度に寄せられた市長への手紙

● 平成 26 年度のご意見等の状況   68 件

  区　分 件 数
意見 32 件
提案・提言 13 件
要望 12 件
苦情 10 件
その他 1 件

  形　態 件 数
メール 31 件
封書 27 件
はがき 1 件
投書箱 9 件

　　　　内 　　容 件 数
地域づくりに関するもの 15 件
観光に関するもの 2 件
ごみ・環境に関するもの 6 件
インフラ整備に関するもの 11 件
職員・行政に関するもの 18 件
福祉に関するもの 7 件
学校・教育・子育てに関するもの 7 件
その他 2 件

交
通
省
ま
た
は
各
都
道
府
県
で

行
い
ま
す
。

問  
島
根
県
土
木
部
砂
防
課

　

管
理
・
災
害
調
整
グ
ル
ー
プ

　

☎
0
8
5
2
・
22
・
5
2
0
6

所
在
地
・
戸
数

①
高
津
一
丁
目
7
番
16
号

　
（
船
入
住
宅　

2
Ｄ
Ｋ
）
1
戸

②
東
町
11
番
16
号

　
（
沖
田
住
宅　

3
Ｄ
Ｋ
）
1
戸

③
須
子
町
60
番
3
号　

他

　
（
須
子
住
宅　

2
Ｄ
Ｋ
）
2
戸

④
須
子
町
60
番
8
号

　
（
須
子
住
宅　

3
Ｄ
Ｋ
）
1
戸

⑤
美
都
町
丸
茂
1
1
8
2
番
地
10

　
（
丸
茂
住
宅　

3
Ｄ
Ｋ
）
1
戸

建
設
年
度　

　

①
⑤
平
成
17
年
度

　

②
平
成
8
年
度

　

③
平
成
10
年
度　

他

　

④
平
成
12
年
度

月
々
の
費
用　

　

家
賃
（
収
入
に
よ
り
異
な
る
）

　

①
2
1
、2
0
0
円
〜

　
　
　
　

4
1
、6
0
0
円

　

②
2
0
、7
0
0
円
〜

　
　
　
　

4
0
、7
0
0
円

　

③
2
0
、0
0
0
円
〜

　
　
　
　

3
9
、7
0
0
円

土
砂
災
害
防
止
に
関
す
る

絵
画
・
作
文

市
営
住
宅
入
居
者

放
送
大
学
10
月
生

　

④
2
2
、8
0
0
円
〜

　
　
　
　

4
4
、9
0
0
円

　

⑤
2
1
、4
0
0
円
〜

　
　
　
　

4
2
、0
0
0
円

※
別
途

◎
外
灯
・
共
同
水
栓
等
の
共
益
費

◎
浄
化
槽
管
理
費

◎
Ｔ
Ｖ
共
同
受
信
費（
須
子
住
宅
）

＊ 

丸
茂
住
宅
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

へ
の
加
入
が
必
要
で
す
。

◎
駐
車
場
使
用
料

入
居
可
能
予
定
日　

9
月
中
旬
予
定

申�

込
期
間　

7
月
17
日
㈮
〜

　

31
日
㈮　

17
：
00
必
着

　
（ 

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
ま
す
。
な
お
、抽
選
日
は

申
込
者
に
対
し
別
途
お
知
ら

せ
し
ま
す
。）

申
込
資
格

◎
現
在
、住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

◎ 

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方

　
（ 
船
入
・
須
子
住
宅
２
Ｄ
Ｋ
・
丸

茂
住
宅
は
単
身
可
能
で
す
が
、

単
身
申
込
み
す
る
た
め
の
資

格
が
あ
り
ま
す
。）

◎ 

入
居
手
続
完
了
後
す
み
や
か
に

入
居
で
き
る
方

◎
一
定
の
収
入
基
準
以
下
の
方

◎
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

◎
暴
力
団
員
で
な
い
方

※ 

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

そ�

の
他　

入
居
時
に
は
連
帯
保
証

人
（
１
名
）
が
必
要
で
す
。

申 �

問 

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

　

益
田
住
宅
管
理
事
務
所

　

☎
31
・
1
5
3
0

※ 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。　

　

放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
度
第

２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学

ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

検
索

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間

　

第
1
回　

8
月
31
日
㈪
ま
で

　

第
2
回　

9
月
20
日
㈰
ま
で

※ 

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ

い
。

★
入
学
説
明
会
・
相
談
会
（
益
田
）

日     

7
月
5
日
㈰

　
　

15
：
00
〜
16
：
30

場   

市
立
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
（
１
０
４
研
修
室
）

問   

放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
8
5
2
・
28
・
5
5
0
0

　

市
社
会
教
育
課

　

☎
31
・
0
6
2
2

※ 

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

受
付
け
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省

と
島
根
県
で
は
、

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん

に
土
砂
災
害
お
よ
び
そ
の
防
止
対

策
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
次
の
要

領
で
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

小
・
中
学
生

課�

題　

土
砂
災
害
（
が
け
崩
れ
、土

石
流
、
地
す
べ
り
等
）
お
よ
び

そ
の
防
止
対
策
に
関
す
る
も
の

※ 

絵
画
に
つ
い
て
は
、
サ
イ
ズ
や

書
き
方
は
自
由
で
す
。

※ 

作
文
に
つ
い
て
は
、
4
0
0
字

詰
め
原
稿
用
紙
5
枚
程
度
と
し

ま
す
。

※ 

絵
画
・
作
文
と
も
に
未
発
表
の

も
の
と
し
、
絵
画
は
裏
面
に
、

作
文
は
文
頭
に
学
校
名
、学
年
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

9
月
15
日
㈫ 

ま
で

送
り
先　

〒
6
9
0
-8
5
0
1

　

松
江
市
殿
町
8
番
地

島
根
県
土
木
部
砂
防
課
「
土
砂

災
害
防
止
に
関
す
る
絵
画
・
作

文
」
担
当
宛
て

賞　

最
優
秀
賞
／
優
秀
賞

発
表　

平
成
28
年
2
月
中
旬

表�

彰　

平
成
28
年
3
月
中
に
国
土
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7月20日（月・祝）
三里ヶ浜海岸 ふれあい広場前START  7：30

主催： Let’s 里再来実行委員会  t e l：22-5002

海の日 順延日 7月26日（日）

◆ 開会式 7：15　◆ 清掃開始 7：30　◆ 閉会式 8：45

小雨決行

益
田
市
教
育
審
議
会
委
員

　

市
で
は
教
育
上
の
諸
課
題
に
対

し
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
お
よ
び

関
係
諸
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、

協
働
し
て
教
育
の
振
興
を
図
る
た

め
に
、
益
田
市
教
育
審
議
会
条
例

に
基
づ
き
教
育
審
議
会
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
現
在
20
人
の
委
員
で

構
成
し
て
い
ま
す
が
、
現
委
員
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
委
員
の
一
部

を
公
募
し
ま
す
。

︹
募
集
人
員
︺

　

男
性
委
員 

… 

1
名

　

女
性
委
員 

… 

1
名

︹
募
集
期
間
︺

　

7
月
1
日
㈬
〜
15
日
㈬

︹
応
募
資
格
︺

•
平
成
27
年
7
月
15
日
現
在
で
、　

満
20
歳
以
上
の
方

•
益
田
市
に
住
所
を
有
す
る
方

•
益
田
市
議
会
議
員
・
益
田
市
職

員
で
は
な
い
方

•
教
育
上
の
諸
課
題
に
関
心
を
持

ち
、
平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席

で
き
る
方

︹
委
嘱
期
間
︺

　

委
嘱
の
日
か
ら
2
年
間

︹
報
酬
等
︺

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
報
酬

お
よ
び
旅
費
を
支
給
し
ま
す
。

︹
応
募
方
法
︺

益
田
市
教
育
審
議
会
委
員
応
募

申
込
書
と
小
論
文
を
、
郵
送
ま

た
は
窓
口
持
参
に
よ
り
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

︹
応
募
締
切
︺

　

郵
送
…
7
月
15
日
㈬ 

必
着

　

窓
口
持
参
…
7
月
15
日
㈬

　
　
　
　
　
　

※
17
：
15
ま
で

︹
小
論
文
の
テ
ー
マ
等
︺

テ�

ー
マ
：
今
後
の
学
校
教
育
の
あ

り
方
に
つ
い
て

様�

式
：
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙

3
枚
以
内
（
原
稿
用
紙
以
外
の

書
式
で
の
提
出
は
不
可
）

離
職
者
等
再
就
職
訓
練
生

︹
選
考
方
法
︺

益
田
市
教
育
審
議
会
委
員
公
募

要
領
に
基
づ
き
、
選
考
委
員
会

を
設
置
し
選
考
し
ま
す
。

︹
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
︺

〒
6
9
8
-8
6
5
0

常
盤
町
1
番
1
号

益
田
市
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
総
務
課 

☎
31
・
0
4
4
1

訓�

練
科
名　

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン

応
用
科

定
員　

15
名

訓�

練
内
容　

初
心
者
・
経
験
者
を

対
象
に
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
、
経

理
事
務
の
実
践
的
な
知
識
技
能

の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な

ど
、
職
業
人
と
し
て
求
め
ら
れ

る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ま
す
。

応
募
資
格　

求
職
者

受�

講
料　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス

ト
代
等
１
７
、
0
0
0
円
程
度

必
要
）

訓
練
期
間　

9
月
1
日
㈫
〜

　

12
月
28
日
㈪

訓
練
会
場　

㈱
タ
イ
ピ
ッ
ク

　
（
常
盤
町
7
-3
）

募
集
期
間　

8
月
4
日
㈫
ま
で

応�

募
方
法　

お
近
く
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
窓
口
で
相
談
の
上
、

「
入
校
願
」を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
校
検
定
日　

8
月
11
日
㈫

検�

定
会
場　

島
根
県
立
西
部
高
等

技
術
校　

視
聴
覚
教
室

選�

抜
方
法　

学
力
検
査
（
国
語
、

数
学
）・
面
接

合
格
発
表　

8
月
20
日
㈭

問   

島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校　

総
務
課
（
木
村
・
武
内
）

　

☎
22
・
2
4
5
0

　

b
u

n
a

i-sa
n

a
e@

p
ref.

　
　

sh
im

a
n

e.lg
.jp

実行委員会では水郷祭の開催にあたり、
次のとおり記念花火協賛金を募集します。

申込期限：7 月 17 日㈮
申込方法：申込用紙に必要事項を記入のうえ、協賛金を

添えて申込みください。（申込用紙は申込先で
取得するか、市観光交流課のホームページか
らダウンロードしてください。）

申込先：益田市観光協会、益田商工会議所、市観光交流課

★ 協賛者名およびメッセージはプログラムに掲載します。
　また、メッセージは打ち上げ時にアナウンスします。
★ メッセージの内容は、誕生祝い、還暦祝い、プロポーズ

など様々です。

問  益田水郷祭実行委員会　☎ 22-7120

～大切な人へ  真夏の夜空からのメッセージ～

益田水郷祭  8月1日（土） 開催！

記念花火協賛金　一口　5,000 円

記念花火協賛金募集

未
来
に
残
そ
う
青
い
海
・
海

上
保
安
庁
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

　

海
上
保
安
庁
で

は
海
洋
環
境
保
全

の
普
及
啓
発
活
動

の
一
環
と
し
て
、図
画
コ
ン
ク
ー
ル

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
全
国
の
小
・
中
学
生
か

ら
図
画
を
募
集
し
ま
す
。入
賞
作
品

は
表
彰
す
る
と
と
も
に
、海
洋
環
境

保
全
ポ
ス
タ
ー
等
の
啓
発
資
料
に

活
用
し
ま
す
。ま
た
入
賞
者
に
は
賞

状
と
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
す
。
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第7回 高津川水泳マラソン大会

第4回 大会フォトコンテスト参加者募集

日�時：8 月 2 日㈰
場�所： 安富つり橋から飯田つり橋まで
距�離：3.0km  ( 川くだり )
会�場： 高津川左岸飯田河川敷広場にて
　　　 朝   8：30 ～ 開会
　　　　  10：00 ～ スタート

※雨天の場合、翌週に順延します。

【問い合わせ先】
 高津川水泳マラソン大会実行委員会事務局
 ☎ 090-9067-8137

～ テーマ：高津川と水泳マラソン大会 ～
　　　���　〔写真募集締切〕8 月 23 日㈰
　　　　　※ 大会参加・フォトコンテスト募集申込み
　　　　　の詳細は事務局まで問い合わせください。

島
根
県

　
素
人
き
き
酒
選
手
権
大
会

公
証
人
に
よ
る

　
　
　
　
無
料
相
談
会

公
正
証
書
は
あ
な
た
の
暮
ら

し
・
老
後
・
財
産
を
守
り
ま
す
。

・
相
続
争
い

・
老
後
の
不
安
（
認
知
症
な
ど
）

・
養
育
不
安

・
金
銭
、土
地
・
建
物
の
貸
し
借

り
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

＊ 

交
通
手
段
な
ど
の
理
由
で
浜
田

ま
で
行
け
な
い
方
、
こ
の
機
会

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者

• 

来
春
ま
で
に
学
校
等
を
卒
業

す
る
方
や
そ
の
保
護
者
の
方

• 

学
校
既
卒
の
方
で
、
転
職
を
希

望
す
る
方

• 

Ｕ
・
Ⅰ
タ
ー
ン
の
た
め
、
地
元

就
職
を
希
望
す
る
方

日  
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
　

10
：
30
〜
12
：
00

　
　

13
：
30
〜
15
：
00

　

※
夏
休
み
期
間
も
実
施
中
！

場  
島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校

•
最
寄
り
バ
ス
停

石
見
交
通
・
蟠
竜
湖
線
「
西
部
技

術
校
入
口
」
下
車
、
徒
歩
２
分

西
部
高
等
技
術
校

　
　
　
　
見
学
説
明
会

平
成
27
年
度

特
定
外
来
生
物
防
除
講
習
会

•
最
寄
り
ダ
イ
ヤ

益
田
駅
10
：
15
発
／
13
：
01
発
、

松
ヶ
丘
病
院
行
き

説�

明
内
容　

施
設
内
訓
練
の
訓
練

科
の
案
内
、関
連
職
種
の
案
内
、

修
了
生
の
就
職
状
況
、
施
設
の

見
学

問   
島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校　

指
導
課
（
佐
々
木
）

　

☎
22
・
2
4
5
0

　

22
・
2
4
5
1

　
s
e
ib

u
k

o
to

g
i@

p
re

f.
　
　

s
h

im
a

n
e
.lg

.jp
※
サ
イ
ト
内
に
当
校
ま
で
の
交

通
案
内
図
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
・
ヌ
ー
ト
リ
ア
の

防
除
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ

の
講
習
会
で
は
、
特
定
外
来
生
物

の
適
切
な
捕
獲
と
安
全
に
関
す
る

知
識
お
よ
び
技
術
の
講
習
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
す
で
に
防

除
従
事
者
証
を
お
持
ち
の
方
の
更

新
講
習
会
も
兼
ね
て
い
ま
す
。）

　

受
講
後
、
申
請
者
は
益
田
市
の

防
除
従
事
者
に
な
る
こ
と
が
で

き
、
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ヌ
ー
ト
リ
ア

の
捕
獲
等
が
行
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
受
講
希
望
の
方
は
申
込
み

西
部
高
等
技
術
校

検
索

応
募
期
間　

9
月
9
日
㈬
ま
で

　
　
　
　
　

※
必
着

応
募
対
象
者　

・
小
学
校
低
学
年
の
部（
1
〜
3
年
）

・
小
学
校
高
学
年
の
部（
4
〜
6
年
）

・
中
学
生
の
部

出
品
料　

無
料

※ 

応
募
方
法
の
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問    
浜
田
海
上
保
安
部　

警
備
救

難
課
（
古
田
）

☎

0
8
5
5
・
27
・
0
7
7
1

催
し
・
相
談
会

く
だ
さ
い
。

日 　

7
月
15
日
㈬

　
　

18
：
30
〜
21
：
00

場 　

市
立
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
ホ
ー
ル

対
象
者

・
新
規
の
方

・
防
除
従
事
者
証
の
従
事
登
録
期

間
が
平
成
27
年
8
月
31
日
ま
で

と
な
っ
て
い
る
方

持
参
品　

筆
記
用
具
・
印
鑑

申
込
期
限　

7
月
10
日
㈮ 

ま
で

申 
問 
市
林
業
水
産
課

　

☎
31
・
0
3
1
3

　

24
・
0
4
5
2

　

き
き
酒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
酒
感

覚
を
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日 　

7
月
19
日
㈰

　
　

13
：
30
〜
15
：
30

場 　

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

募
集
人
数　

50
名
（
参
加
無
料
）

応�

募
資
格　

20
歳
以
上
で
島
根
県

内
に
在
住
も
し
く
は
勤
務
し
て

い
る
方
。（
清
酒
製
造
業
お
よ
び

酒
販
流
通
業
関
係
者
は
除
く
）

応�

募
要
領　

ハ
ガ
キ
・
F
A
X
・

メ
ー
ル
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て

申
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

7
月
8
日
㈬

　

※
当
日
消
印
有
効

　
　

先
着
50
名
で
締
切
り
ま
す
。

問 　

島
根
県
酒
造
組
合

〒
6
9
0
-
0
0
1
1　

松
江

市
東
津
田
町
1
2
5
8
-
1

　

☎
0
8
5
2
・
26
・
5
5
9
5

　

0
8
5
2
・
26
・
5
7
3
9

　

shim
ane-sake@

shim
a

　
　

n
e-sa

k
e.o

r.jp

　

公
証
役
場
は
国
の
機
関
で
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日 　

8
月
4
日
㈫

　
　

10
：
00
〜
16
：
00

場 　

益
田
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
（
須
子
町
）
会
議
室
C

相
談
担
当
者　

浜
田
公
証
役
場

　

大
本
哲（
さ
と
し
）
公
証
人

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

申 �

問 

益
田
市
あ
ん
し
ん
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
（
益
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
）
☎
22
・
7
2
5
6
（
木
村
）
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information
くらしの情報

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
・
ふ
く

し
の
就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
　

（
浜
田
会
場
）

研
修
会

「
母
乳
育
児
っ
て
す
ご
い
！
」

中
世
文
書
を
読
む
会

　
　
　（
美
都
地
区
編
）

　

採
用
を
予
定
し
て
い
る
企
業
や

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
と
の

就
職
面
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
浜

田
市
・
江
津
市
へ
の
就
職
を
希
望

す
る
方
、参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

8
月
9
日
㈰　

　
　

10
：
30
〜
15
：
30

場　

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

内
容

◦
直
前
セ
ミ
ナ
ー

◦ 

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
情

報
提
供

◦
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー

◦
事
業
所
Ｐ
Ｒ
動
画
コ
ー
ナ
ー

◦
個
別
就
職
面
談

問 ◆ 

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

　（
浜
田
会
場
）
に
つ
い
て

浜
田
・
江
津
地
区
雇
用
推
進
協

議
会（
浜
田
市
産
業
政
策
課
内
）

　

☎
0
8
5
5
・
25
・
9
5
0
1

◆  

ふ
く
し
の
就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

（
浜
田
会
場
）
に
つ
い
て

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
石

見
分
室

　

☎
0
8
5
5
・
24
・
9
3
4
0

h
ttp

：//w
w

w
.sh

im
a

n
e-

fjc.com
/

早
期
就
職
を
目
指
す
シ
ニ

ア
の
た
め
の
技
能
講
習

　

実
習
に
加
え
、
就
活
支
援
セ
ミ

ナ
ー
と
企
業
と
の
面
接
会
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者　

55
歳
以
上
の
方

受�

講
料　

無
料
（
国
の
委
託
事
業

に
よ
る
）

★
調
理
補
助
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　
　
　
養
成
講
習

日　
8
月
24
日
㈪
〜
9
月
3
日
㈭

　
　
（
う
ち
平
日
9
日
間
）

　
　

10
：
00
〜
16
：
00

場　

益
田
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

募
集
定
員　

15
名

申
込
期
限　

8
月
10
日
㈪

問 　

島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会　

浜
田
分
室

　

☎
0
8
5
5
・
23
・
4
6
8
0

　

母
乳
育
児
の
正
し
い
知
識
の
普

及
、
母
乳
育
児
推
進
を
目
的
に
開

催
し
ま
す
。

※ 

対
象
は
医
療
従
事
者
や
栄
養

士
・
保
育
士
・
教
育
関
係
者
な

ど
の
専
門
職
で
す
。

日　

7
月
5
日
㈰　

　
　

13
：
10
〜
15
：
00

　
　
（
12
：
45
受
付
）

場   

島
根
県
立
中
央
病
院　

大
研

修
室
（
出
雲
市
）

参
加
費　

1
、0
0
0
円

講�

師　

昭
和
大
学
江
東
豊
洲
病
院　

小
児
科
医　

水
野
克
己
氏

問 　

一
般
社
団
法
人
島
根
県
助

産
師
会　

A
y
a
母
乳
育
児

相
談
室
（
坂
本
）

　

☎
0
8
5
2
・
23
・
1
8
0
8

　

※ 

水
・
日
曜
日
以
外
の
9
：
00

〜
16
：
00

　

m
w

-a
y
a

k
o

@
m

a
b

le
.

　
　

n
e
.jp

　

中
世
益
田
・
益
田
氏
に
関
係
す

る
古
文
書
を
読
み
、
そ
の
背
景
を

調
べ
、歴
史
を
考
え
る
講
座
で
す
。

日   

①
７
月
12
日　

②
８
月
２
日

　
　

③
９
月
６
日　

④
10
月
４
日

　
　

⑤
11
月
１
日　

⑥
12
月
６
日

　
　

①
②
13
：
30
〜
15
：
00

　
　

③
〜
⑥
10
：
30
〜
12
：
00

※
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場   

①
②
二
川
公
民
館
和
室

　
　

③
④
都
茂
公
民
館
研
修
室

　
　

⑤
⑥
東
仙
道
公
民
館
集
会
室

会
費　

無
料

定
員　

20
名
程
度
（
先
着
順
）

申�

込
方
法　

市
文
化
財
課
ま
で
電

話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

く
ず
し
字
を
読
む
た
め
に
は
、

専
用
の
辞
典
が
あ
る
と
便
利
で

す
。
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

問   

市
文
化
財
課

　
　

☎
31
・
０
６
２
３

　

は
ぴ
こ
交
流
サ
ロ
ン
益
田
会
場

で
は
、
毎
月
第
2
土
曜
日
に
独
身

男
女
の
結
婚
相
談
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
縁
結
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

無
料
で
紹
介
や
婚
活
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
情
報
提
供
を
行
い
、
あ
な
た

の
素
敵
な
出
会
い
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。

♥
今
月
の
開
催
日
時

日 　

7
月
11
日
㈯

　

・
昼
の
部　

10
：
00
〜
12
：
00

　

・
夜
の
部　

18
：
00
〜
20
：
00

場 　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

　
　

多
目
的
室 

　
　
（
駅
前
ビ
ル 

E
A
G
A
内
）

♥
ご
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

  

益
田
・
吉
賀
・
津
和
野
は
ぴ
こ

会
（
事
務
局
：
金
本
）

☎
0
9
0
・
7
5
4
2
・
7
5
5
4

※ 

事
前
予
約
の
方
を
優
先
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

独
身
男
女
の
縁
結
び

 

今
月
の
開
催

ますだ祇園まつり開催
「10 分間で 550 発　一瞬で消える花火　でも心に
残る花火をあなたに」ぜひお越しください。

日  7 月 18 日㈯・19 日㈰  17:30 ～ 21:30
　  ※雨天時は 20 日（月・祝）
場　 益田小学校近くの上市駐車場
　  ※会場周辺は歩行者天国
内容　神楽演舞、益田小・益田東中ブラスバンド部演

奏、各種イベント、フードコート、ゲーム、花
火打ち上げ (19 日のみ )。

★ 会場内での歩きたばこはご遠慮ください。
★  会場および歩行者天国内への無断出店は固くお断り

します。
※ 詳しい内容・時間等につきましては、公式ホーム

ページ (http://mgf.nomaki.jp/) をご覧ください。

問   益田商店会  ☎ 22-4557
　　または  ☎ 080-2923-1620（田原）
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11
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13
 

14
 

15
 

16
 

17
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SU
N
日日

M
O

N
月

TU
E
火

W
ED

水
TH

U
木

FR
I
金

SA
T
土土

拾
浦

節
女

・
国

受
け（

丸
茂

神
楽

社
中

）

道
返

し・
大

蛇（
三

谷
神

楽
社

中
）保

夜
神

楽
 1

9:
30

～
21

: 0
0

羅
生

門
・

大
江

山（
大

都
神

楽
団【

江
津

市
】）

保
夜

神
楽

 1
9:

30
～

21
: 0

0

十
羅

・
大

蛇（
石

見
神

楽
保

存
会

久
城

社
中

）

保
夜

神
楽

 1
9:

30
～

21
: 0

0

保
夜

神
楽

 1
9:

30
～

21
: 0

0

役
市

役
所

市
市

民
学

習
セ

ン
タ

ー
総

総
合

福
祉

セ
ン

タ
ー

人
人

権
セ

ン
タ

ー
商

商
工

会
議

所
子

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
い

い
こ

い
の

家
保

保
健

セ
ン

タ
ー（

駅
前

ビ
ル

EA
G

A）
や

匹
見

峡
温

泉
湯

美
都

温
泉

競
益

田
場

外
発

売
所

陸
陸

上
競

技
場

サ
サ

ッ
カ

ー
場

自
自

由
広

場
体

市
民

体
育

館
庭

庭
球

場
球

市
民

球
場

歴
歴

史
民

俗
資

料
館

雪
雪

舟
の

郷
記

念
館

体

図
図

書
館

ひ
ひ

だ
まり

パ
ー

ク
み

と

川
崎

ナ
イ

タ
ー

競
川

崎
ナ

イ
タ

ー
競

川
崎

ナ
イ

タ
ー

競

浦
和

競
馬

競
浦

和
競

馬
競

浦
和

競
馬

競
船

橋
ナ

イ
タ

ー
競

浦
和

競
馬

競

大
井

ナ
イ

タ
ー

競
大

井
ナ

イ
タ

ー
競

大
井

ナ
イ

タ
ー

競
大

井
ナ

イ
タ

ー
競

大
井

ナ
イ

タ
ー

競

大
井

ナ
イ

タ
ー

競
大

井
ナ

イ
タ

ー
競

船
橋

競
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～避難行動要支援者（災害時要援護者）支援事業について～

　益田市では、頻発する災害から災害時要援護者の安全を確保するため、平成 19 年から市と民生児童委員協
議会の連携により、災害時要援護者支援事業に取組んでいます。
　一人暮らしの高齢者や障がいのある方など、災害が起きたときに手助け（支援）等が必要な方をあらかじめ
避難行動要支援者名簿に登録し、災害時に自治会、自主防災組織、民生委員、地域支援者（近所）の方など地
域が連携して支援を行う制度です。
※	災害対策基本法の一部改正により、「災害時要援護者支援事業」から「避難行動要支援者事業」へ移行しま
した。

　また、対象者について改めて同意を得るように義務付けられています。	

　平常時から要支援者の方の見守り、声かけをしていただくものです。
　災害時においては、電話等による避難準備の声かけや安否確認、避難誘導や避難所において要支援者への気
配り等を行っていただくものです。
※あくまで地域支援者の方のできる範囲で取組むものです。
　決して自らの生命、財産等を投げ出し、支援を強制するものではありません。

①氏名　②電話番号　③住所　④生年月日　⑤家族構成　⑥緊急時の連絡先など
⑦その他支援活動に必要な情報

市危機管理課　☎ 31-0601　 23-5001

　はじめに

　地域支援者とは ････

　登録する個人情報

　問い合わせ先

①寝たきり、認知症等要介護認定（3～ 5）を受けている方
②身体障がい者のうち、手帳 1級～ 2級を所持する方
③精神障がい者のうち、手帳 1級を所持する方
④知的障がい者でＡ判定の療育手帳を所持する方
⑤自主申請者
※	⑤自主申請者については、後期高齢者の方や避難する際に一人で行動することが困難な方
などが対象となります。

※施設等に長期で入所されている方は対象になりません。

対象となる方は ････

地域の助け合いの心があなたを災害から守ります
～避難行動要支援者の登録をしましょう～
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31
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かもしま西公園

43

41 42

44

旅行代理店

旅行代理店 雪舟園

福王寺口
バス停

福王寺

中須保育所

電器店

美容院

コンビニ

調剤薬局

小児科医院

飲食店

肥料会社

5号街区公園
予定地

高津川河川防災
ステーション

内科医院内科医院
調剤薬局調剤薬局

ガソリン
スタンド

益田水質管理

センター

1号街区公園
予定地

3号街区公園
予定地

かもしま東公園

問い合わせ
申し込みは

☎ 0856-31-0353益田市役所区画整理事業推進室 くわしくはウェブサイトで 益田市��区画

23区画
4,703,000 円～
（158.90㎡）

福王寺

上下水道完備

検索

すべて先着順分譲

区画整理
の
保留地
（分譲地）

好評分譲中！好評分譲中！好評分譲中！
旅行代理店

平成27年4月1日より
「かもしま西公園」「かもしま東公園」が供用開始しました

物件
番号

面積
売却価格

㎡ 坪

② 330.68 100 11,298,000 円

⑤ 399.69 120 13,386,000 円

⑥ 商談中

⑧ 172.02 52 5,288,000 円

⑨ 289.36 87 9,795,000 円

⑩ 289.47 87 9,798,000 円

⑭ 商談中

⑰ 234.99 71 6,668,000 円

⑱ 215.42 65 6,187,000 円

⑳ 218.86 66 6,477,000 円

物件
番号

面積
売却価格

㎡ 坪

21 257.46 77 7,073,000 円

22 218.74 66 6,128,000 円

24 206.39 62 5,989,000 円

25 191.24 57 5,799,000 円

29 200.03 60 6,430,000 円

31 商談中

32 159.19 48 4,848,000 円

33 158.90 48 4,703,000 円

34 230.89 69 6,529,000 円

35 商談中

物件
番号

面積
売却価格

㎡ 坪

36 214.82 64 6,814,000 円

38 180.42 54 5,793,000 円

39 190.41 57 5,683,000 円

40 商談中

41 195.91 59 5,980,000 円

42 196.93 59 6,011,000 円

43 196.23 59 5,982,000 円

44 195.65 59 5,964,000 円

※ 坪面積は、参考として整数で表記し
ています。

～ 宅地建物取引業者の皆さんへ　保留地の購入希望者をご紹介ください ～　
　平成 27 年 6 月 1 日よりスタートした「益田市市有財産等活用推進事業」により、宅地建物取引業者より紹介いただい
た購入希望者と益田市が契約締結に至った場合に、紹介料をお支払いします。
　詳しくは、市ホームページまたは市区画整理事業推進室まで問い合わせください。　
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平成 27年度 
2つの給付金についてお知らせします

子育て世帯
臨時特例給付金

臨 時 福 祉
給　付　金

子育て世帯の負担を緩和します。所得の低い方の負担を緩和します。

対象者 対象者〈イメージ〉

市民税が課税されて
いない方

中学生以下の児童がいる
子育て世帯

両
方
と
も
受
給
可

（
※
）

高
所
得
世
帯

・課税されている方に生活の面倒
  をみてもらっている方 
  （扶養されている方） 
・生活保護の受給者 などは対象外

消費税率の引上げに際し、所得の低
い方々への負担の影響に鑑み、 暫定
的・臨時的な措置として実施します。

消費税率引上げの影響等を踏まえ、
子育て世帯に対して、臨時特例的な
給付措置として実施します。

●平成27年度は、２つの給付金のどちらの要件にも該当する方については、「臨時福
祉給付金」と「子育て世帯臨時特例給付金」の 両方を受け取ることができます。 

　その場合、両方の給付金についてそれぞれ申請が必要となります。 
！

市生活福祉課　　「臨時福祉給付金」窓口　 
市子育て支援課　「子育て世帯臨時特例給付金」窓口　 
美都・匹見各総合支所　住民福祉課

市生活福祉課　　「臨時福祉給付金」窓口　　　　　　☎31-0218
市子育て支援課　「子育て世帯臨時特例給付金」窓口　☎31-0243

申　 請　 先

問い合わせ先
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臨時福祉給付金 支給要件

子育て世帯臨時特例給付金 支給要件

◦支給対象者　
　　・平成27年度分の市民税が課税されていない方が対象です。 
　　　※ただし、 ・課税されている方に生活の面倒をみてもらっている場合 
　　　　　　　　　　（市民税において、どなたかの扶養となっている場合） 
  ・生活保護の受給者である場合　 など 　　　　　　　　　　は対象となりません。

◦支給額　・１人につき　6,000 円 
◦基準日　・平成27年１月１日 
◦申請先　 ・「臨時福祉給付金」窓口 （市立市民学習センター１階ロビー）
   基準日（平成27年１月１日）時点で住民票が益田市にある方が対象です。 
    ※ 一定の住居を持たない方で、いずれの市区町村にも住民票がない方については、基準日の翌

日以降であっても益田市で住民票の手続きを行えば申請することができます。 
    ※  DV 被害者や児童福祉施設等に入所している児童等で、他の市区町村から住民票を移さずに

益田市にお住まいの方については、益田市で申請を受付けできる場合がありますのでご相談

ください。 

◦申請期間 ：8月 3日㈪ ～ 11月 13日㈮
◦提出書類 ：申請書（平成 26 年度の課税情報を参考に、対象と思われる方には郵送します）

◦支給対象者　
　　・平成27年6月分の児童手当を受給される方が対象です。 
　　　※ ただし、特例給付（児童手当の所得制限額以上の方に、児童１人当たり月額 5,000 円を支給しているも

の）を受給される方は対象となりません。 
　　　※ 児童手当の認定請求を失念する等して、平成 27 年６月分の児童手当の対象となる児童分の支給が受けら

れない方についても支給対象になり得るので、平成 27 年５月 31 日時点で住民票のある市区町村の窓口
にご相談ください。 

◦対象児童 ・支給対象者の平成 27 年６月分の児童手当の対象となる児童
◦支給額 ・対象児童１人につき　3,000 円 
●基準日 ・平成27年 5月31日 
●申請方法：原則、郵送による申請とします。 
　　　　　　※ 上記以外の方で、 DV 被害者や児童福祉施設等に入所している児童は、益田市で申請を受付け

できる場合がありますのでご相談ください。 

　　　　　　※公務員の方は、基準日（平成 27 年５月 31 日）時点で住民票が益田市にある方が対象です。

◦申請期間 ：8月 3日㈪ ～ 11月 13日㈮
◦送付書類 ：申請書（平成27年６月分の児童手当を益田市から受給される方に郵送します）
　　　　　　返信用封筒



広報ますだ　平成 27　2015 年　7 月号  26

戦没者等の遺族に対する
第10回 特別弔慰金のお知らせ
戦没者等の遺族に対する

第10回 特別弔慰金のお知らせ

１．特別弔慰金の趣旨
戦後 70 周年にあたり、今日の我が国の平和と繁栄の礎となった戦没者等の尊い犠牲に思いを致し、国として改めて弔
慰の意を表するため、戦没者等の遺族に特別弔慰金（記名国債：額面 25 万円、5年償還）を支給するものです。

２．支給対象者
平成 27 年 4 月 1 日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」
等を受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、次の順番による先順位の遺族一人に支給します。	戦没者等
の死亡当時の遺族で	 1． 平成 27 年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方	
	 2． 戦没者等の子
	 3． 戦没者等の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
	 4．	上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪等）
	 　	※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係を有していた方に限ります。

３．請求手続
下記の日程で市役所本館玄関ロビーにて受付を行います。（美都地区、匹見地区においては、各総合支所住民福祉課で
随時受付けます。）※受付の際は混雑が予想されますので、できる限りお住まいの地区の受付日にお出かけいただきま
すようご協力をお願いします。また、受付にあわせ戸籍関係請求に関しても待ち時間を要しますことをご了承くださ
い。受付期間は平成 30 年 4 月 2 日までです。

　　※ 8月 10 日以降は市生活福祉課で受付けます。

４．連絡先　市生活福祉課（益田市福祉事務所１階）　☎ 31-0664

受付日 地　　区 町　　名 受付場所
7 月 3 日㈮ 益田 染羽町、七尾町、本町、幸町

市
役
所
本
館
玄
関
ロ
ビ
ー

7 月 6 日㈪ 〃 土井町、昭和町、三宅町、東町

7 月 7 日㈫ 高津 高津一丁目～四丁目、高津町ロ番地

7 月 8 日㈬ 〃 高津五丁目～八丁目

7 月 9 日㈭ 〃 須子町、飯田町

7 月 10 日㈮ 吉田 多田町、有明町、水分町、常盤町、元町、駅前町、赤城町

7 月 13 日㈪ 〃 中島町、中吉田町、中須町

7 月 14 日㈫ 〃 久城町、あけぼの東町・本町・西町

7 月 15 日㈬ 〃 栄町、下本郷町、乙吉町

7 月 16 日㈭ 安田・北仙道 安田・北仙道地区全域

7 月 17 日㈮ 〃 　　　〃

7 月 21 日㈫ 鎌手・種 鎌手・種地区全域

7 月 22 日㈬ 〃 　　　〃

7 月 23 日㈭ 豊川・真砂 豊川・真砂地区全域

7 月 24 日㈮ 豊田 豊田地区全域

7 月 27 日㈪ 〃 　　　〃

7 月 28 日㈫ 高城 高城地区全域

7 月 29 日㈬ 二条・美濃 二条・美濃地区全域

7 月 30 日㈭ 小野 小野地区全域

7 月 31 日㈮ 中西 中西地区全域

8 月 3 日㈪
～ 8 月 7 日㈮

市内全域
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平成27年度「益田市国民健康保険被保険者証」の送付について

国民健康保険被保険者証を、7 月中旬に簡易書留で世帯主宛てに発送しますのでご確認ください。
お手元に届かない場合は、市保険課まで問い合わせください。

★★★ 新 し い 保 険 証 を 送 付 し ま す  ★★★

★★★ 被保険者証と高齢受給者証の兼用証になります ★★★

≪　変 更 点　≫
○有効期限
　平成 27 年 8 月 1 日～平成 28 年 7 月 31 日
　（毎年 8 月 1 日が保険証の年次切替となります）

○保険証の色
　オレンジ色　⇒　わかくさ色

① 退職被保険者証をお持ちの方で平成 28 年 7 月 31 日までに 65 歳の誕生日を迎える方
② 平成 28 年 7 月 31 日までに 70 歳の誕生日を迎える方

③ 平成 28 年 7 月 31 日までに 75 歳の誕生日を迎える方

④ 保険税の納付がない方

≪ 1 日生まれ≫　・ 誕生月前月の月末　※誕生月以降の被保険者証については、誕生月前月末までに送付します。

≪ 2 日以降生まれ≫　・ 誕生月の月末　※誕生月翌月以降の被保険者証については、誕生月の月末までに送付します。

・誕生日の前日　※誕生日以降の被保険者証については、誕生月の前月に後期高齢者医療被保険者証を送付します。

・平成 28 年１月 31 日 ※保険税の納付がない方は、保険証について最長で半年の短期の証を発行することとなり
ます。また、特別な理由がなく、１年以上保険税の納付がない場合には被保険者証を返
還していただき、「資格証明書」を交付する場合があります。

平成 28年 7月 31 日

平成 28 年 7月 31 日

兼高齢受給者証

負担割合　○割

●次に該当する方は有効期限が異なります

70 歳以上の方

「兼高齢受給者証」の文字が明記されています

一部負担割合が明記されています

注）保険証のレイアウトは変更する場合があります。

～益田市国民健康保険被保険者の皆さんへ～

【問い合わせ先】　市保険課 ☎ 31-0212　美都住民福祉課 ☎ 52-2312　匹見住民福祉課 ☎ 56-0302
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≪８月１日からの新しい被保険者証を送付します≫

≪保険料額を決定し、お知らせします≫

～後期高齢者医療被保険者の皆さんへ～

新しい被保険者証を７月中旬に簡易書留で郵送します。

≪ 新しい被保険者証 ≫

○有効期限
　平成 27 年 8 月 1 日～平成 28 年 7 月 31 日
○保険証の色　桃色　⇒　紫色　　

「一部負担金の割合」が所得判定により変更となって
いる場合があります。必ずご確認ください。
現在の保険証は 7 月 31 日以降に各自で破棄してく
ださい。

注意！！

■保険料額を次の算定方法で決定し、7 月中旬に保険料額決定通知書でお知らせします。
　均等割額　43,440 円（被保険者１人当たり）
　所得割率　8.53％（所得額－基礎控除額 33 万円を控除した額）× 8.53％
　保険料の賦課限度額　57 万円
　※世帯の所得等に応じて保険料軽減制度があります。
　○ �75 歳の誕生日を迎え新規加入となる方の場合の保険料額は、誕生月からその年度の 3 月までの加入月数分と

なります。
　　例）9 月生まれの方　　後期分 …… 年間保険料の 12 分の 7 カ月
　　　　　　　　　　　　　国保分 …… 年間保険料の 12 分の 5 カ月

■保険料の納付
　納付方法は原則として年金天引きですが、被保険者の方の事情により異なります。
　①年金から天引き（特別徴収）の方の場合

年金から自動的に徴収します。4 月・6 月・8 月は仮決定額で徴収し、10 月以降で調整します。決定額は 7
月にお知らせします。

　②口座振替の方の場合
　　9 期分（7 月から来年 3 月まで）の口座振替額通知書を送付します。
　　※�現在納付書で納付されている方が口座振替を希望される場合は、事前に金融機関での申込みが必要です。振

替日は月末で、休日にあたる場合は翌営業日に振替となります。
　③納付書払いの方の場合
　　送付された 9 期分（7 月から来年 3 月まで）の納付書により納めてください。

■保険料の減免　
災害等により保険料を納めることが困難なときは、減免となる制度があります。申請が必要ですのでご相談く
ださい。

■負担割合の変更（基準収入額適用申請）
住民税課税標準額が 145 万円以上の方は自己負担割合が 3 割となりますが、世帯内の被保険者の収入合計が次
の場合に該当する方は１割負担になりますので、市へ申請してください。

　①後期高齢者単身世帯で収入が 383 万円未満の場合
　②後期高齢者 2 人以上世帯で収入が 520 万円未満の場合
　③後期高齢者 1 人と後期高齢者でない 70 歳以上 75 歳未満の方がいる世帯で収入が 520 万円未満の場合
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≪限度額適用・標準負担額減額認定証」（減額認定証）を更新してください≫
■対象：平成 27 年度に住民税非課税世帯となった方

⇒ 市へ申請してください。代理の方でも可能ですが、別世帯の方が代理で申請する場合は、本人の委任
状が必要です。

※ 現在、減額認定証をお持ちで新年度も引き続き住民税非課税世帯の方は、手続きは不要です。市から
新たな減額認定証を送付します。

『後期高齢者医療制度のしおり』（被保険者証に同封）
『島根県後期高齢者医療広域連合』のホームページ　http://www.shimane-kouiki.jp

制度内容や手続きの詳細はこちらで！

【問い合わせ先】　市保険課　保健・年金係（後期高齢者医療担当）　☎ 31-0215

「益田市多子世帯応援商品券」
～ 無料交付のご案内 ～

益田市では、子育てや教育等にかかる支出が大きい多子世帯への負担軽減を図る観点から、
「益田市多子世帯応援商品券」を無料で交付します。

◦交付要件　平成 27 年 6 月 1 日（基準日）において、対象児童（益田市に住所を有する 18 歳以下の
　　　　　　児童〔18 歳の誕生日後の最初の 3 月 31 日までの児童〕）が 3 人以上いる世帯

◦給付対象者 交付要件に該当する世帯の世帯主
 ※申請・受け取りについては、申請者 ( 世帯主 ) または申請者が指定した同一世帯の世帯員
◦交付する商品券　益田市多子世帯応援商品券【1 世帯当たり 10,000 円（1,000 円券× 10 枚）】
◦申請・交付期間　7 月 1 日㈬ ～ 11 月 30 日㈪
◦利用期間　　　　7 月 1 日㈬ ～ 12 月 31 日㈭
◦取扱登録店　商品券交付時に ｢取扱登録店一覧表｣ をお渡しいたします。また、市ホームページでも
　　　　　　　お知らせします。
◦申請・交付窓口 

◦申請について
　□該当世帯については申請書類を送付します。申請・交付期間内に申請をお願いします。
　□ 申請書類が届かない世帯についても、交付要件の注意事項にあるとおり、就学等により住民票が益田

市に無い場合、その児童を含めて 3 人以上の児童がいる世帯については該当になる場合があります。
不明な点は問い合わせください。

◦問い合わせ先　市子育て支援課　☎ 31-0243

注意事項 就学等により益田市に住所を有しない 18 歳以下の児童（18 歳の誕生日後の最初の
3 月 31 日までの児童）については、その児童を監護し、かつ、生計を同じくすると
認められる場合、対象児童とみなします。

申請・交付窓口 受付時間 電話番号
市子育て支援課（駅前ビル EAGA2階）

平日
8:30 ～ 17:15

☎ 31-0243
美都総合支所住民福祉課 ☎ 52-2312

匹見総合支所住民福祉課 ☎ 56-0302
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市立保健センター　（     23-7134）
　健康増進課 ☎31-0214
　子育て支援課 ☎31-0243
　地域医療対策室 ☎31-0213
美都総合支所 住民福祉課 ☎52-2312
匹見総合支所 住民福祉課 ☎56-0302
メールアドレス
　hoken-center@city.masuda.lg.jp

FAX

40 歳～ 74 歳の国民健康保険加入の方にお知らせです

今年度の健診期間は、10月31日㈯までです。

今年度もスタートしました

「益田市特定健診！」
受診券はお手元に届きましたか？

健診は、健康づくりの第一歩と言われています。
このチャンスをお見逃しなく！
かかりつけ医もしくはお近くの医療機関で、ぜひ今年も健診を受けてみ
ませんか！

※ 特定健診とは、メタボリックシンドロームに
　的をしぼった健診をいいます

今年度からはじまりました！

︹
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・ 気温が高い、湿度が高いなどの環境条件と、体調が良くない、暑さに体がまだ慣れていないな
どの個人の体調による影響とが重なることにより、熱中症の発生が高まります。

・ 屋外で活動しているときだけでなく、就寝中など室内で熱中症を発症し、救急搬送されたり、
亡くなられたりする事例が報告されています。

・高温多湿な環境下で、体内の水分や塩分のバランスが崩れたり、体
温調整機能がうまく働かないことにより体内に熱がたまり、筋肉痛
や大量の発汗、さらには吐き気や倦怠感などの症状が現れ、重症に　
なると意識障害などが起こります。

熱中症の予防法 熱中症の予防には、「水分補給」と「暑さを避けること」
が大切です！

厚生労働省ホームページより抜粋

体調に合わせた取組
○通気性の良い、吸湿・速乾の衣服着用
○ 保冷剤、氷、冷たいタオルなどによる身体

の冷却

外出時の準備
○日傘や帽子の着用
○日陰の利用、こまめな休息
○通気性の良い、吸湿・速乾の衣服着用

熱中症になりにくい室内環境
○扇風機やエアコンを使った温度調整
○室温が上がりにくい環境の確保

（こまめな換気、遮光カーテン、すだれ、打ち水など）

水分補給
○こまめな水分の補給
※ 高齢者、障がい児・障がい者の方は、のどの

渇きを感じなくても、こまめに水分補給を

熱中症の発生は 7 ～ 8 月がピークになります。熱中症を正しく理解し、
予防に努めてください。

急
に
暑
く
な
っ
た

日
は
特
に
注
意
！

室
内
に
い
る
と
き

も
注
意
が
必
要
！

熱中症とは

扌

意見や提言を「市長への手紙」で

市政に対する意見や提言などをお寄せください。秘密は厳守
します。なお、ホームページで公開することがありますので、
下記の記載事項に沿ってお寄せください。「市長への手紙」と
明記するか、左下のマークを貼付してお送りください。
＜記載事項＞ 1. ご住所・お名前・電話番号
2. 意見・提言の題名　3. 現状と問題点　4. 意見・提言内容
5. 予想される効果
6. 希望する回答方法（郵送もしくはＥメールのどちらか）
　または回答を希望しない場合はその旨
7. いただいた意見公開の可否（可・否）※必ずご記入ください。

手　紙：〒 698-8650  常盤町 1 番 1 号　 FAX：23-2456
メール：hisyo@ci ty .masuda. lg . jp

（件名は「市長への手紙」）
※ 住所・氏名がないと回答できない

場合があります。

扌

夏バテを防ごう！！

　暑くて食欲がないときには、ついつい
食べやすい麺類ばかりに手が出てしまいがちです。し
かし、このような偏った食事では、夏バテの解消には
なりません。
　夏バテを防ぐためにも主食のごはんを中心に、旬の
食材を使った主菜（魚や肉などのおかず）と副菜（野
菜や海そう類などのおかず）をバランスよく組み合わ
せた食事が大切です。また、暑さで寝苦しく睡眠不足
になり、生活リズムも乱れがちになります。起きる時
間と寝る時間、食事時間を一定にしましょう。
　子どもたちも夏休みに入ります。バランスよい食事
と規則正しい生活リズムを心がけましょう。
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景観フィールドワーク講座を開催します！

プロ写真家が
同行する！

締め切り
7月15日㈬

　益田市は平成 26 年 12 月に「益田市景観計画」を策定しました。今後、この計画を活かしたまちづくりに、市民の
皆さんと共に取組んでいくためには、より多くの方が益田の景観について興味を持ち、その魅力を知ることが大切だ
と考えます。
　そこで、今年度はこれまでとは少し違った景観へのアプローチとして、プロ写真家とカメラを持ってまちを歩く「景
観フィールドワーク講座」を開催します。アドバイスを受けながらのカメラ撮影を通して、
ご自分の目で景観を発見しませんか。

　【講師】秋野 深（あきの・じん）
 　　　写真家・執筆家

　福岡県出身。海外・国内で、自然風景、建築物、人々
の生活や文化を撮影。その他、写真講座講師や地方自
治体の地域活性化事業への参画など多方面で活動。
インターナショナル・フォトグラフィー・アワード 
2004 ～ 2008 のプロフェッショナル部門にて 5 年連
続受賞。2012 年、NHK BS プレミアム『極上美の饗宴』の「シリーズ平
山郁夫の挑戦（１）執念のシルクロード」にゲストナビゲーターとして出
演。2014 年、第 7 回タシケント国際フォトビエンナーレ（ウズベキスタン）
にて招待作家として展示。

 ～プログラム（予定）～
8：45 ～ 受付開始
9：00 ～ オリエンテーション

10：30 ～ フィールドワーク

― 12：00  昼休憩  ―

13：00 ～ フィールドワーク
15：30 ～ ふりかえり
16：30 閉会

◦ プログラムは変更になる
場合があります。

◦  フィールドワークは全体
で３時間程度です。

会場から実施場所の飯
浦地区までは、マイクロ
バスで移動します。

※ 実施日は猛暑が予想されますので、参加される方は
帽子の着用や水分補給にご留意ください。

※雨天の場合は雨具をご用意ください。

◇◆  申込み・問い合わせ先  ◆◇
〒 698-8650　常盤町 1 番 1 号
益田市役所　建設部都市整備課 景観係
☎ 31-0352　  31-1480

  toshi@city.masuda.lg.jp
HP http://www.city.masuda.lg.jp

※ 第 2 回目の景観フィールドワーク講座の開催
も予定しています。詳細が決定次第、随時お知
らせします。

景観フィールドワーク講座　～第 1 回　飯浦地区～

★ 日　　時　7 月 25 日㈯ 　9：00 ～ 16：30（受付 8：45 ～）
★ 会　　場　小野地区振興センター　※雨天決行
★ 定　　員　20 名（先着順）
★ 対　　象　どなたでも参加できます。
★ 参 加 費　無料
★ 持 参 物　カメラ（携帯電話やスマホでも OK!!）、筆記用具
★ 申込方法　参加申込書に必要事項を記入の上、市都市整備課へ郵送または FAX で申込みください。
　　　　　　 申込書は市都市整備課、美都・匹見各総合支所にあります。

この講座は、まちの景観の魅力を発見するためのフィールドワーク講座です。フィールドワークでは、「上手に撮ろう、
きれいに撮ろう」の撮影会ではなく、興味を持った景観を思い思いに撮影していきます。
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7 月の体験教室

4日㈯
無添加石けん作り
新聞エコバッグ作り

10:00 ～ 11:30
13:00 ～ 14:30

5日㈰
ガラスでアクセサリー作り
サンドブラスト

10:00 ～ 11:30
13:00 ～ 15:00

8日㈬ 廃食油石けん作り 13:00 ～ 14:30

11日㈯
ぞうり作り
クラフトバッグ作り

10:00 ～ 15:00
9:00 ～ 16:00

12日㈰
クラフトバッグ作り
衣類のリフォーム相談

9:00 ～ 16:00
13:00 ～ 16:00

18日㈯
咲き織り
パッチワーク

9:30 ～ 11:30
13:00 ～ 15:30

19日㈰
紙すき
傘布マイバッグ作り

10:00 ～ 11:30
13:00 ～ 16:00

22日㈬ がま口作り 13:00 ～ 15:00

25日㈯ 衣類のリフォーム相談 13:00 ～ 16:00

26日㈰
季節のドアプレート作り
うで抜き作り

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

※ 教室への申込みは事前に電話または FAX でお願いします。
※ 平日でも対応できる教室もありますのでお気軽にお尋ねください。

〈問い合わせ先〉
市リサイクルプラザ啓発棟（休館日 : 火曜日） 
下波田町 490　☎ 26-7474　 26-7475

plaza-kei@maro-v.jp
ホームページ  http://www.m-sougou.net/plaz-kei/index.htm

持 持ってくる物 参 参加費用
経験者の方はこちらの
バッグも作れます！

★クラフトバッグ作り
初心者の方は基本の形のバッグに
なります。2 日間続けて参加して
ください。
持 目打ち、文鎮（ない方は 500ml
のペットボトル）、洗濯ばさみ、
キッチンバサミ、メジャー、昼食
参 1,000 円～ 1,500 円（初日のみ）

　益田市では平成 26 年 12 月に景観法に基づく「益田市景観計画」を策定し、あわせて「益田市景観条例」を制定しまし
た。これに伴い、7 月 1 日からは、市内で景観に大きな影響を及ぼす可能性のある一定規模以上の行為（大規模行為）を行
う際の届出に変更がありますので、下記の点に留意してください。詳細については市都市整備課まで問い合わせください。

①窓口が変わります
現在、大規模行為の届出は「ふるさと島根の景観づくり
条例」に基づき、島根県へ届出することとなっています
が、7 月 1 日からは益田市へ届出することになります。
益田市内で大規模行為を行う場合には、行為着手の 30
日前までに届出をしてください。

②届出様式が変わります
これまでの「ふるさと島根の景観づくり条例」に基づ
く届出様式とは違う届出様式となり
ますのでご注意ください。届出様式
は、市ホームページからダウンロー
ドできます。

7 月 1 日より大規模行為の届出が変わります

Q1. 大規模行為の届出対象となる区域は？　⇒ A. 益田市全域です。

Q2. 大規模行為の届出対象の行為は？

　　　⇒ A. 届出対象となる行為は下記のとおりです。

⑴ 建築物の新築・増改築・移転、外観の変更を伴う修繕・模様替え・色彩の変更
（自己用一戸建て専用住宅・農林水産業併用住宅を除く）

⑵工作物の新築・増改築・移転、外観の変更を伴う修繕・模様替え・色彩の変更
⑶都市計画法第 4 条第 12 項に規定する開発行為その他政令で定める行為
⑷屋外における土石・廃棄物・再生資源その他の物件の堆積
⑸土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘採、その他の土地の形質の変更
⑹水面の埋立てまたは干拓

◇◆  問い合わせ先  ◇◆
〒 698-8650　常盤町 1 番 1 号 
市都市整備課 景観係 
☎ 31-0352　  31-1480 
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【年金相談の予約・問い合わせ先】　浜田年金事務所：☎ 0855-22-0670　  0855-23-0442

★ 平成２７年度（平成２７年７月分～平成２８年６月分）国民年金保険料免除申請の受付が始まります。
所得が少ないなど、国民年金保険料の納付が経済的に困難な場合には、ご本人の申請手続きによって、保険料の
納付が「全額免除」または「一部免除（一部納付）」される免除制度があります。
申請者ご本人のほか、配偶者及び世帯主の方も所得基準の範囲内である必要があります。
なお、所得の申告をされていないと審査ができませんので、忘れずに申告をお願いします。

★ 7 月から、出張年金相談は予約制に変更となりました。詳しくは下記をご覧ください。

【免除・猶予の申請可能期間と前年所得の関係】※平成 27 年 7 月時点

免除・猶予の申請が可能な期間 審査の対象となる前年所得
平成 25 年 6 月分 平成 23 年中の所得（平成 23 年 1 月～ 12 月）
平成 25 年 7 月分～平成 26 年 6 月分 平成 24 年中の所得（平成 24 年 1 月～ 12 月）
平成 26 年 7 月分～平成 27 年 6 月分 平成 25 年中の所得（平成 25 年 1 月～ 12 月）
平成 27 年 7 月分～平成 28 年 6 月分 平成 26 年中の所得（平成 26 年 1 月～ 12 月）

《 浜田年金事務所　出張年金相談 》
相 談 日 	7月23日㈭   毎月 第 4 木曜日
相談場所	 浜田年金事務所
相談時間	 13:00 〜 16:00
※予約不要　当日先着順　

《 浜田年金事務所　手話による年金相談 》
相 談 日 	7月28日㈫　毎月 第 4 火曜日   
相談場所	 市立市民学習センター 103研修室
相談時間	 10:00 〜 12:00、13:00 〜 15:00
※要予約	 毎月 10 日から受付
※�なお、定員に達した時点で受付は終了します。

※学生の場合は「学生納付特例」の対象となり、申請書・受付期間および対象期間が異なります。
【手続きに必要なもの】
　①年金手帳　②印鑑　③雇用保険受給資格者証または離職票の写し等（失業等を理由とする場合）
　※退職（失業）の場合は、退職された方の所得を除外して審査する特例免除制度があります。

【届出先】市保険課（６番窓口）　☎ 31-0216　美都・匹見各総合支所住民福祉課で随時受付けています。
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　これから夏にかけ、クマが梨や柿を食べるために人里
に出没することが予測されます。
　クマの被害を防ぐには、クマに出会わないようにする
ことが一番大切です。
　クマが好む果樹を栽培している場合には、幹にトタン
を巻きつけたり、周りを電気柵で囲ったりするなどの被
害対策を実施しましょう。

ツキノワグマにご注意を！
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８月２日 ㈰ は図書館へ行こう！
夏休み工作教室

〔日　程〕8 月 3 日㈪・6 日㈭・10 日㈪
〔時　間〕9：30 ～ 11：30　※全 3 回参加できる方
〔場　所〕益田市立図書館 視聴覚室
〔対　象〕市内の小学生（学年は問いません）
〔定　員〕30 名
〔講　師〕高田頼昌 氏（詩誌「石見詩人」主宰、
　　　　田畑文学を語る会代表）

〔申込み〕7 月 12 ㈰～ 18 日㈯
　　　　・益田市立図書館・美都図書館
　　　　・匹見上公民館図書室　まで
　　　　　（電話・FAX 不可）
　　　　　＊利用者カードをご持参ください。
※申込多数の場合は抽選になります。

もうすぐ楽しい夏休み！でも、宿題がいっぱいで
大変ですね。そこで夏休みの学習に役立つ本を特
集します。
　7 月…課題図書・自由研究・調べ学習
　8 月…課題図書・読書感想文
　ぜひ、ご利用ください。

『小学生のための作文教室』

★児童コーナー特集

スーパーおはなし会
7月20日（月・祝）　13：30 ～ 15：00

会場：益田市立図書館　視聴覚室

おはなし会ボランティア「もこもこもこの会」の
皆さんが楽しいおはなしをお届けします。ぜひ、
ご家族でお越しください。

昨年の様子

雑誌スポンサーを募集しています！
※  詳しい内容は、市ホームページ、または市立図書館

ホームページをご覧ください。問い合わせ先：市立図書館  ☎ 22 -4222
ホームページ： http://www.library-masuda.jp

〔時　間〕13：30 ～
〔場　所〕益田市立図書館 視聴覚室
〔対　象〕幼児・小学生（保護者の参加可）
〔定　員〕30 名
〔講　師〕たあびいちいろの会
〔申込み〕７月 12 ㈰ ～ 18 日㈯
　　　　・益田市立図書館・美都図書館
　　　　・匹見上公民館図書室　まで
　　　　　（電話・FAX 不可）
※申込多数の場合は抽選になります。

発見がいっぱい！本がいっぱい！

図書館って楽しいよ！モビールを作ろうモビールを作ろう



広報ますだ　平成 27　2015 年　7 月号  36

広 告 の ペ ー ジ
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広 告 の ペ ー ジ

広報ますだに掲載する広告を募集中！

※広告料　1 枠（1 号あたり）5,000 円
※隣り合う２つの枠を１枠とすることができます。
※広告の掲載位置は、市が指定した位置とします。

申込方法	 ホームページに申込様式があります。
申 込 先 	市秘書広報課　☎ 31-0112   23-2456

掲載枠  １枠 … 縦 4.5cm × 横 8.5cm
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◆ 島根県芸術文化センター「グラントワ」 　有明町 5-15　☎ 31-1860　 31-1884

【島根県芸術文化センター「グラントワ」】

施 設 情 報
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◆	歴史民俗資料館　本町 6-8　☎  23-2635

◆	雪舟の郷記念館　乙吉町イ1149　☎  24-0500

■ 日　時 7月11日㈯～ 9月23日（水・祝）
■ 会　場 雪舟の郷記念館
■ 入館料 一般�300円（240円）、小中高 100円（80円）
� ※（　）内は20名以上団体料金
■ 休館日 火・水曜日、7月１日～10日（館内消毒等の為）

企画展　「ふるさと美術工芸展Ⅱ
　　～山根家コレクション＆やきもの～」

雪舟がその生涯のうちに訪問した日本と
中国の全行程を写真・パネルで詳しく紹
介します。

歴史民俗資料館では、市内近郊の皆さんが収
集してこられた美術工芸品のコレクション
や、ご自身の作品を展示公開する「ふるさと
美術工芸展」を開催しています。今年度の第
２弾は、益田出身の医学博士・秦佐八郎先生
の生家・笹利山根家に伝わる十三重大盃・大
皿・櫛などの工芸品コレクションと、市内在
住の山田幸恵さんによる焼物・切り絵・刺繍
などの手作り作品を展示しています。　　　　

■山根家コレクション…笹利山根家
■手作り作品……………山田幸恵さん

【歴史民俗資料館】

■ 日　時 開催中～ 7月26日㈰まで
■ 会　場 歴史民俗資料館  
■ 入館料  一般 200円（160 円）・高校生以下無料
� ※（　）内は20名以上団体料金
■ 休館日 火・水曜日（祝日を除く）

第2回  街角ウォーク 
　 『旧山陰道を歩く～石州口関係遺跡～』
7 月の街角ウォークは、旧山陰道を歩きます。辰ノ
口から遠田・垰山にかけて、石州口の戦いに関係し
た遺跡を巡ります。事前の申込みは必要ありません。
当日開始時間までに資
料館前庭にお集まりく
ださい。暑い季節です
ので、帽子・タオル・
飲み物など熱中症対策
をお忘れなく！

イベント

雪舟が中国で修業した天童寺▶

昨年の街角ウォークより

■ 日 時　7月24日㈮　10：00～
■ 会 場　大喜庵
■ 料 金　200 円／雪舟さんパスポート会員��100円 
■ 共 催　益田市雪舟顕彰会  
☆先着50名　
　（当日10時までに大喜庵にお集まりください）�

■ 日　時　7月25日㈯　8：30～10：00
　　　　　�8：15　受付開始
■ 集合場所　益田市立歴史民俗資料館前庭
■ 案　内　観光ガイド友の会副会長
　　　　　齋藤友見さん
■ 料　金　1 人 100 円　※保険料含
　　　　　��（年間パスポート会員および小学生以下無料）

山根家コレクション : 櫛・笄

山田幸恵さん作：切り絵

5月3日㈰に営まれた雪舟忌に合わせて「第34回幼児の絵画展」
（雪舟顕彰会主催）の表彰式が大喜庵で行われました。会場に
は子どもたちが元気いっぱいに描いた作品の数々が展示されま
した。当日はあいにくの悪天候でしたが多くの受賞者が会場に
集まりました。特別雪舟賞に輝いた作品 5 点を雪舟の郷記念館
玄関ホールに展示しています。無料でご覧いただけますので、
ぜひお立ち寄りください。８月 31 日㈪まで展示しています。

企画展「雪舟さんが歩いた道
　　　　　　　　～日本と中国　全行程～」 MY うちわを作ろうⅢ

好きな絵を描いて、竹のう
ちわを作ります。皆さんの
参加をお待ちしています。

イベント

昨年度の作品

絵の好きな子どもを育てる幼児の絵画展 ● 開催中～ 8月31日まで

表彰式の様子 展示中の特別雪舟賞受賞作品

【雪舟の郷記念館】

報　告

 第３回　雪舟まるしぇ開催 
日 時　７月 25 日㈯　10：00 ～ 14：00
場 所　雪舟の郷記念館駐車場
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。

　

海
や
山
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い
楽

し
め
る
季
節
で
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ね
。

　

い
よ
い
よ
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本
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お
出
か
け
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際
に
は
帽
子
や
飲
み
物
を
用
意
す
る

な
ど
、
熱
中
症
対
策
を
お
忘
れ
な
く
。

そ
れ
に
加
え
、
紫
外
線
対
策
も
し
っ

か
り
し
て
、
シ
ー
ズ
ン
を
満
喫
し
た

い
と
思
い
ま
す
。︵
あ
こ
︶

市の人口（5 月未現在）

世帯　21,597 世帯 （22）
人口　48,872 人  （△ 2）
男性　23,017 人  （11）
女性　25,855 人  （△ 13）
出生　23 人 死亡　55 人
転入　115 人 転出　84 人
※（　）内は前月比
※住民基本台帳より

編
集
後
記

投稿大募集！ 「プラサ DE ますだん」へあなたも投稿しませんか？
7月1日㈬～16日㈭ です！9月号への掲載申込み期限は

★ ますだんの輪（クラブ・サークル紹介） ★ ますだん掲示板（募集やイベント情報）
★ ～ありがとうのメッセージ～（感謝の気持ちを伝えます） ★ 9月生まれのますだん
【申込み・問い合わせ先】市秘書広報課（☎ 31-0112　FAX 23-2456）　 hisyo@city.masuda.lg.jp

日 場 ¥ 定

対

日

場

定

申

問

講 他 申 問

とき ところ 会費・入場料など 定員・募集人数
対象 講師 その他 申込み方法など 問い合わせ先

9月5日㈯　17：00～20：00
グラントワ
出店数　約 30店　　1区画�500 円
8月21日㈮�締切
※出店は先着順とさせていただきます。
キャンドルフェスタ実行委員会フリーマーケット担当
高津保育園（松尾）�☎ 22-4217
葵保育園（倉本）� ☎ 23-0530

4歳

5歳

城市 捺
な つ の

乃ちゃん（上側）

城市 晃
こ う た

太くん（下側）

いつもどんな時も 3 人
一緒に大きくなぁれ♥
投稿者：父さん・母さん

第33回　清流高津川いかだ流し大会
参加艇募集

～ 10周年 こっころ親子キャンドルフェスタ～

フリーマーケット出店募集

日

問

申

7月26日㈰　8：30�スタート
※増水等で延期の場合は8月9日㈰
3,000 円

西益田地区振興センター（豊田公民館）�☎25-2222

¥

コース：向横田大橋～須子町角井付近の約８Km幻想的な光のそばで自分たちだけのお店を出してみませんか。

¥

入賞：いかだの美しさ・工夫などの審査、
　　��タイムレース（約１Km）、入賞者には賞金贈呈
�　7月15日㈬�締切
主催：高津川いかだ流し大会実行委員会


